
 
　南海トラフ巨大地震による津波被害が想定されている兵庫県内の15市町を対象に、

兵庫県南海トラフ地震津波一斉避難訓練が11月13日に行われました。

　訓練は午前９時、マグニチュード９の巨大地震が発生し、市内に大津波警報が発令。

最高津波高8.1ｍが想定されている福良地区では、家族や隣保の人らが声を掛け合い、

高台にある避難所「福良小学校」へ冷静に避難していました。

目指せ高台!  走れ高台!
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南
あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

食
と
文
化
の
市
民
ま
つ
り
を
開
催

水
産
ま
つ
り
で
南
あ
わ
じ
市
の
魚
を
Ｐ
Ｒ

県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
が
企
画
展
示

サ
ク
ラ
マ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
向
け
て

　

第
10
回
を
迎
え
た
「
南
あ
わ
じ

食
と
文
化
の
市
民
ま
つ
り
」
が
10

月
30
日
、
淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
で

開
催
さ
れ
、
約
７
千
人
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

芝
生
広
場
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
市
内
４
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
合

同
演
奏
を
は
じ
め
、
市
内
の
小
中
学

校
や
保
育
園
、
文
化
芸
能
団
体
の
音

楽
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者
か
ら

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
内
で
は
地
元
特
産
品
や

加
工
品
な
ど
を
販
売
す
る
「
食
の
市
」

も
開
催
。
淡
路
手
延
素
麺
の
無
料

振
舞
い
や
淡
路
ビ
ー
フ
の
格
安
振

舞
い
に
は
、
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9

の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
実
施
。
防
災
行

政
無
線
を
活
用
し
た
緊
急
放
送
に

合
わ
せ
て
、
市
内
一
斉
に
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
メ
イ
ン
会
場

と
な
っ
た
福
良
地
区
で
は
、
関
係

機
関
も
参
加
す
る
総
合
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
淡
Ｂ
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
災
害
現
場
を
想
定
し
た
実
働

型
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
淡
路
広
域

消
防
事
務
組
合
、
県
警
本
部
、
医

師
会
、
消
防
団
な
ど
関
係
機
関
が

参
加
し
ま
し
た
。
車
両
や
倒
壊
建

　

南
あ
わ
じ
の
美
味
し
い
海
の
幸

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
水
産
ま
つ
り
」
が

11
月
５
日
、
慶
野
松
原
駐
車
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
市
内
５
つ
の

漁
協
で
組
織
す
る
「
南
あ
わ
じ
市

水
交
会
」
が
主
催
し
て
平
成
18
年

か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

し
ら
す
の
釜
あ
げ
丼
や
た
い
飯
、

た
こ
飯
の
ほ
か
、
キ
ス
や
太
刀
魚
、

イ
カ
の
天
ぷ
ら
な
ど
各
漁
協
自
慢

の
振
る
舞
い
に
は
、
観
光
客
や
家

族
連
れ
ら
の
長
い
行
列
が
で
き
て
、

新
鮮
な
旬
の
魚
の
味
を
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
水
交
会
の
小
磯
富

男
会
長
は
、「
一
般
家
庭
で
魚
離

れ
が
進
ん
で
い
る
。
ま
つ
り
を
通

じ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
南
あ
わ

じ
市
の
美
味
し
い
魚
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

物
か
ら
の
救
出
、
応
急
処
置
と
い
っ

た
一
連
の
救
助
訓
練
や
ホ
ー
ス
連

結
を
含
む
消
火
訓
練
な
ど
、
各
関

係
機
関
が
連
携
を
密
に
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
避
難
所
で
も
あ
る
福
良

小
学
校
で
は
、
避
難
所
運
営
に
関

す
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、
避
難
者

で
あ
る
住
民
ら
が
参
加
。
ま
た
、

炊
出
し
訓
練
で
調
理
さ
れ
た
ア
ル

フ
ァ
化
米
や
素
麺
が
参
加
者
に
配

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
ハ
シ
ゴ
車
に
よ
る
高

所
救
助
訓
練
の
ほ
か
、
水
消
火
器

や
起
震
車
の
体
験
を
含
む
防
災
学

習
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
住

　

現
在
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る

松
帆
銅
鐸
７
点
の
う
ち
４
点
に
、

同
じ
鋳い

型が
た

で
造
ら
れ
た
兄
弟
銅
鐸

（
同ど
う

笵は
ん

銅
鐸
）
が
あ
る
こ
と
分
か

り
ま
し
た
。 

　

兄
弟
銅
鐸
は
、大
き
さ
や
文
様
、

鋳
型
の
傷
の
痕
跡
な
ど
複
数
箇
所

の
一
致
で
判
断
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
銅
鐸
を
調
査
し
た
結
果
、
松
帆

３
号
銅
鐸
と
島
根
県
雲
南
市
の
加

茂
岩
倉
27
号
銅
鐸
、
松
帆
５
号
銅

鐸
と
島
根
県
出
雲
市
の
荒
神
谷
６

号
銅
鐸
、
さ
ら
に
松
帆
２
号
及
び

４
号
の
二
つ
の
銅
鐸
と
慶け
い

野の

中な
か

の

御み

堂ど
う

銅
鐸
（
日
光
寺
所
蔵
）
が
兄

写真：奈良文化財研究所

松
帆
銅
鐸
に
新
た
な
発
見

兄
弟
銅
鐸
が
出
雲
地
域
と
の
流
通
を
示
唆

弟
銅
鐸
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

松
帆
銅
鐸
の
調
査
に
携
っ
て

い
る
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務

所
の
定
松
佳
重
さ
ん
は
、「
遠

く
離
れ
た
場
所
の
人
が
同
じ
工

房
で
造
ら
れ
た
銅
鐸
を
手
に
入

松帆銅鐸 兄弟銅鐸

２号 慶野中の御堂銅鐸
（日光寺所蔵）４号

３号 加茂岩倉 27 号銅鐸
（島根県雲南市）

５号 荒神谷６号銅鐸
（島根県出雲市）

れ
て
い
た
こ
と
は
、
人
や

物
の
移
動
、
弥
生
時
代
の

社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
考
え

る
う
え
で
非
常
に
重
要
な

資
料
に
な
る
」
と
、
今
後

の
研
究
に
も
期
待
し
て
い

ま
し
た
。

同
笵
銅
鐸
と
は
？

　
銅
鐸
は
鋳い

物も
の

で
、
鋳
型
を
使

い
ま
す
。
古
い
時
期
の
銅
鐸
の

鋳
型
は
石
製
で
、
何
度
も
繰
り

返
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。
同

じ
鋳
型
で
造
ら
れ
た
銅
鐸
を

「
同
笵
銅
鐸
」、
別
名
兄
弟
銅
鐸

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

兄
弟
銅
鐸
の
見
分
け
方
は
？

　
同
じ
鋳
型
を
何
度
も
使
う
う

ち
に
、
鋳
型
は
劣
化
し
て
ひ
び

や
文
様
が
欠
け
て
傷
が
で
き
て

い
き
ま
す
。

　
傷
の
つ
い
た
鋳
型
で
造
る

と
、
そ
の
傷
が
銅
鐸
に
も
表
れ

ま
す
。
銅
鐸
の
大
き
さ
や
文
様

は
も
ち
ろ
ん
、
傷
の
位
置
や
形

が
一
致
す
る
か
ど
う
か
で
兄
弟

銅
鐸
か
判
断
し
ま
す
。
そ
し
て
、

傷
の
数
や
有
無
で
造
ら
れ
た
順

番
も
わ
か
り
ま
す
。

▼確認された兄弟銅鐸

３号

４号

２号

５号

▲奈良文化財研究所で、調査の
　成果を記者発表する定松さん

▲特設ステージで繰り広げられる吹奏楽やダンスなどの熱演 ▲餅つきを楽しむ子どもたち　　　　　▲淡路ビーフに長蛇の列

▼ちょぼ汁を味わう子ども

▲色鮮やかなチョウを観察する子ども

▲淡路で捕獲されたクジラの頭部

▲丼ぶりを試食する関係者 ▲鍋料理を披露する各施設

▲魚料理を美味しそうに味わう子ども　 ▲しらすの釜あげ丼 ▲救助と救護訓練 ▲炊き出し訓練

▼振る舞いに並ぶ観光客ら

▲キスの天ぷら 兄弟銅鐸と判明した ( 左 ) 松帆銅鐸３号
と、(右 ) 加茂岩倉 27号銅鐸

　

サ
ク
ラ
マ
ス
（
淡
路
島
サ
ー
モ

ン
）
を
淡
路
島
の
新
た
な
特
産
品

に
育
て
る
た
め
、
市
内
の
宿
泊
施

設
や
観
光
施
設
、
飲
食
店
の
19
施

設
が
丼
ぶ
り
と
鍋
の
メ
ニ
ュ
ー
を

考
案
し
、
10
月
24
日
、
中
央
公
民

館
で
試
食
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ク
ラ
マ
ス
は
サ
ケ
科
の
魚

で
、
福
良
湾
内
で
養
殖
。
３
～
５

月
が
出
荷
時
期
で
、
市
及
び
商
工

会
、
観
光
協
会
、
各
施
設
が
連
携

し
、
来
年
春
に
ご
当
地
グ
ル
メ
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
売
り
出
そ
う
と
計

画
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
カ
タ
ツ
ム
リ
、

ク
モ
の
巣
な
ど
と
い
っ
た
自
然
の
中

の
渦
を
紹
介
し
、
訪
れ
た
子
ど
も

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

県
立
人
と

自
然
の
博
物
館

は
10
月
29
日
か

ら
11
月
22
日
ま

で
、
市
立
図
書

館
で
実
物
の
標

本
な
ど
を
使
っ

て
淡
路
島
内
で
見
ら
れ
る
昆
虫
な
ど

の
生
き
物
や
吹
上
浜
の
漂
着
物
を
紹

介
す
る
「
淡
路
の
み
ぢ
か
な
自
然
」

の
企
画
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
５
日
に
は
移
動
博

物
館
車
「
ゆ
め
は
く
」
を
同
図
書

館
に
派
遣
し
、
渦
潮
に
ち
な
ん
だ

民
は
防
災
意
識
を
高
め
て
い
ま
し

た
。
会
場
で
は
最
後
に
、
兵
庫
県

が
住
民
避
難
意
識
を
高
め
る
た
め

に
制
作
し
た
「
走
れ
タ
カ
ダ
イ
～

津
波
避
難
の
歌
～
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
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吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
生
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン

　

こ
の
た
び
、
本
学
C
棟
2
階
に
、

学
生
た
ち
が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

営
業
は
木
曜
日
と
金
曜
日
の
午

後
3
時
30
分
か
ら
午
後
6
時
30
分

で
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
利
用
も

可
能
で
す
。
食
品
加
工
サ
ー
ク
ル

に
所
属
す
る
学
生
た
ち
に
よ
る
、

挽
き
た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
や
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
な
ど
の
軽
食
を
、
ぜ
ひ
お

召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

▽
営
業
日
時　

木
曜
日
・
金
曜
日

午
後
3
時
30
分
～
6
時
30
分

　

た
だ
し
、
都
合
に
よ
り
変
更
ま

た
は
休
業
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▽
場
所　

同
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
C
棟
2
階

▽
メ
ニ
ュ
ー　

珈
琲
３
５
０
円
～
、

軽
食
２
５
０
円

※
セ
ッ
ト
の
場
合
は
１
０
０
円
引

問
同
大
事
務
室
☎
42
・
４
７
０
０

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会

三
田
青
果
さ
ん
が
寄
附

熊
本
県
・
平
成
音
楽
大
学
へ
募
金
を
寄
付

社
や
事
業
所
の
理
解
と
協
力
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
、島
内
３
市
消
防
団

と
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
で
構

成
す
る
淡
路
地
区
消
防
協
議
会
で

は
、勤
務
時
間
中
の
消
防
団
活
動
に

配
慮
し
て
い
る
事
業
所
を
「
消
防

団
協
力
事
業
所
」
と
し
て
認
定
し
、

「
表
示
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
今
年
新
た
に
次
の

２
事
業
所
に
表
示
証
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
※
順
不
同
・
敬
称
略　
　

　

地
域
防
災
を
支
え
る
消
防
団
の

活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増
し

て
い
る
現
在
、全
国
で
も
消
防
団
員

の
約
７
割
が
被
雇
用
者
と
い
う
状
況

の
中
、緊
急
時
の
消
防
団
員
の
出
動

や
活
動
に
お
い
て
は
、
勤
務
先
の
会

◆
太
田
土
建
株
式
会
社
（
志
知
）

◆
藤
原
電
工
株
式
会
社
（
神
代
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
は
、
災

害
時
の
出
動
に
際
し
、
消
防
団
活

動
へ
の
配
慮
に
取
り
組
ん
で
い
る

な
ど
、
協
議
会
の
協
力
事
業
所
認

定
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
か

ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

▲11月14日、２事業所に表示証が手渡されました

消
防
団
協
力
事
業
所
へ
表
示
証
の
伝
達
式

◆
小
学
校
の
部
入
賞
者 

※
敬
称
略

▼
最
優
秀
賞 

赤
松  

輝
（
北
阿
万
）

▼
優
秀
賞 

澤
内 

祥
希（
西
淡
志
知
）

▼
優
秀
賞 

山
下 

莉
世
（
阿
万
）

▼
優
秀
賞 

上
田 

は
な
（
倭
文
）

▼
佳　

作 

近
藤 

愛
唯
（
北
阿
万
）、

壽
圓 

茉
歩
（
倭
文
）、
高
島 

綾
乃

（
湊
）、
中
野 

喬
佳
（
北
阿
万
）、

天
野 

更
咲
（
榎
列
）、片
山 

涼
（
阿

▲寄附された三田青果の青山巽哉社長（左）▲チャリティ募金を手渡す音楽によるまちづくり実行委員会▲学生らが運営するカフェ

▲来場者でにぎわうキャンパス ▲焼き鳥を焼く学生たち ▲演奏を披露する軽音楽部
　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
め
ざ
し
て
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表

会
」
が
11
月
12
日
、
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
小
中
学

生
の
作
文
３
５
０
点
の
中
か
ら
優

秀
作
品
19
点
が
選
ば
れ
、
受
賞
者
に

よ
る
作
文
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

員
会
主
催
の
熊
本
地
震
復
興
記
念

「
第
４
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会
」
で
、
出
演
者
や
観
覧
者

ら
か
ら
い
た
だ
い
た
収
益
金
及
び

募
金
の
合
計
20
万
５
５
６
９
円
が
、

10
月
22
日
に
平
成
音
楽
大
学
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
大
学
は
現
在
、
比
較
的
被
害

の
少
な
か
っ
た
建
物
を
使
っ
て
授

業
を
再
開
し
て
い
ま
す
が
、
出
田

敬
三
学
長
は
「
教
育
環
境
を
整
え

る
た
め
に
も
こ
の
寄
付
は
非
常
に

あ
り
が
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
の
８
月
11
日
に
実
施
し
た

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

万
）、
秦 

暖
貴
（
榎
列
）

◆
中
学
校
の
部
入
賞
者

▼
最
優
秀
賞 

川
島 

妃
奈
（
南
淡
）

▼
優
秀
賞 

森
田 

陽
菜
（
南
淡
）

▼
優
秀
賞 

原  

眸
（
西
淡
）

▼
佳   

作 

山
野 

珠
菜
（
倭
文
）、

小
森 

羽
純
（
倭
文
）、
北
崎 

愛
乃

（
三
原
）

◆
特
別
賞
▼
更
生
保
護
女
性
会

長
賞 

稲
井 

歩
美
（
八
木
）
▼
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
長
賞 

刑
部 

優
芽
（
三
原
）

▲発表会での記念撮影

　

11
月
６
日
、
開
設
４
年
目
を
迎

え
、
初
め
て
の
学
園
祭
「
く
に
う

み
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
三
原

志
知
太
鼓
ク
ラ
ブ
「
志
童
」・
学
内

軽
音
楽
部
・
淡
路
三
原
高
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
や
外
国
語
学
部

に
よ
る
ダ
ン
ス
、
ま
た
６
体
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
登
場
な
ど
で
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
は

焼
き
鳥
や
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
な

ど
の
模
擬
店
が

軒
を
連
ね
た
ほ

か
、
体
験
活
動

ブ
ー
ス
や
産
直

市
も
あ
り
、
家

族
連
れ
な
ど
多

く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

第
１
回
学
園
祭
「
く
に
う
み
祭
」

　

去
る
10
月
27
日
、公
益
財
団
法

人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
の
理
事
会
、

公
益
社
団
法
人
全
国
漁
港
漁
場
協

会
の
理
事
会
と
全
国
漁
港
漁
場
大

会
に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。日

本
離
島
セ
ン
タ
ー
で
は
、事
業
の
一

環
と
し
て
一
般
社
団
法
人
日
本
損

害
保
険
協
会
の
ご
厚
意
と
消
防
庁

の
ご
配
慮
に
よ
り
、昭
和
57
年
度
か

ら
毎
年
全
国
の
離
島
地
域
に
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自
動
車
を

寄
贈
さ
れ
て
お
り
、大
変
う
れ
し
い

こ
と
に
今
年
は
沼
島
が
選
ば
れ
ま

し
た
。関
係
者
の
皆
さ
ん
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、全
国
漁
港
漁
場
大
会
で
は

「
災
害
に
強
い
漁
業
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
漁
港
施
設
の
防
災
・
減

災
対
策
」を
含
む
来
年
度
事
業
と

予
算
要
求
に
つ
い
て
決
議
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。加
え
て
、永
田
県
議

会
議
員
が
会
長
を
務
め
る
兵
庫
県

水
産
振
興
議
員
連
盟
役
員
の
先
生

方
に
も
お
会
い
し
、災
害
に
強
い
漁

港
・
魚
村
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、要
望
書
を
手
渡
し
、意
見

交
換
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、11
月
13
日
に
は
近
い
将
来

に
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
備
え
、南
あ
わ
じ

市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。メ
イ
ン
会
場
の
福
良
小
学
校
で

は
大
勢
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、起
震
車
体
験
や
防
災
講
演
会

な
ど
防
災
学
習
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
各

自
治
会
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に

あ
っ
た
訓
練
を
実
施
い
た
だ
き
、関

係
者
の
方
々
、参
加
者
の
皆
さ
ん
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。市
民
の
皆

さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
も
災
害
を
正

し
く
恐
れ
、備
え
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
南
あ
わ
じ
市
が
兵
庫
県

の
防
災
訓
練
の
メ
イ
ン
会
場
で
も

あ
り
ま
し
た
。井
戸
知
事
に
も
お

越
し
い
た
だ
き
、福
良
湾
で
の
海

上
自
衛
隊
及
び
兵
庫
県
警
に
よ
る

洋
上
救
助
訓
練
を
共
に
視
察
と
、

福
良
港
湾
口
防
波
堤
の
設
置
に
つ

い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
早
期
完
成
を
お
願
い
し
ま
し

た
。さ
ら
に
防
災
訓
練
の
翌
日
に

は
、「
平
成
29
年
度
兵
庫
県
予
算
編

成
に
向
け
た
要
望
書
」を
、洲
本
市

長
、淡
路
市
長
と
と
も
に
井
戸
知
事

に
手
渡
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。私
か

ら
は
防
災
・
減
災
対
策
や
昨
年
発

生
し
た
玉
ね
ぎ
の
ベ
ト
病
対
策
な

ど
に
つ
い
て
要
求
内
容
を
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
１
日
を
基
準
日
に
実

施
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
確
定
値
が

10
月
末
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。南

あ
わ
じ
市
に
お
い
て
は
前
回
調
査

（
平
成
22
年
）よ
り
２
９
２
２
人
減

り
、４
万
６
９
１
２
人
と
な
り
ま
し

た
。人
口
減
少
に
対
し
て
は
、少
子

対
策
や
移
住
定
住
促
進
な
ど
の
施

策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、す
ぐ
に

結
果
が
表
れ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。今
後
も
南
あ
わ
じ
市
の
持

続
的
な
成
長
の
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。ど
う
ぞ
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

市
内
各
地
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

▲井戸知事と尾原淡路県民局長に福良港湾口防
　波堤の説明をする中田市長

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
商
品
の
玉
葱

を
販
売
し
た
売
上
の
一
部
を
南
あ
わ

じ
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
三
田

青
果
は
「
絆
た
ま
ね
ぎ
」
を
１
箱
当

た
り
50
円
の
寄
附
を
行
う
目
的
で

販
売
し
て
、
今
年
は
４
月
か
ら
10
月

の
間
で
１
３
８
５
箱
の
売
上
を
得
て
、

６
万
９
２
５
０
円
を
市
に
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。
青
山
巽
哉
社
長
は
「
農
家

さ
ん
に
何
か
お
役
に
立
て
な
い
か
と

思
い
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
。

商
い
を
続
け
る
限
り
毎
年
続
け
て
い

　

高
齢
化
の
農
家
や
新
規
農
家

の
支
援
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
三
田
青
果
（
榎
列
）
が
「
絆
プ

き
た
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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●納税が困難な場合は、お早めの納税相談を！

　市税はコンビニで納付することができます。ご自宅、勤務先の
近くのコンビニで、土日・祝日を問わず、24時間いつでも納付で
きますので、大変便利です。
※納税額が30万円を超える場合はコンビニ納付はできません

　市税は口座振替で納付することができます。手続きをすれば、
納付のたびに金融機関等に行く必要がなく、納め忘れがありませ
んので、大変便利です。
※預貯金通帳と届出印を持参の上、市内の金融機関（郵便局含む）ま
たは市役所税務課で手続きをしてください

●便利なコンビニでの納付

●安心・便利・確実な口座振替

技
能
功
労
者
表
彰
式
を
開
催

Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

 国民健康保険税・･･･・・・・・【６期】

納期限　12月26日(月)
《納期内に忘れず納付しましょう》

今 月 の 納 税

功
労
者
表
彰
式
」
が
11
月
23
日
の

勤
労
感
謝
の
日
に
市
役
所
多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
次
の
13
人
に

中
田
勝
久
市
長
か
ら
表
彰
瓦
と
と

も
に
、
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
同
日
、
市
商
工
会

が
主
催
す
る
南
あ
わ
じ
市
優
良
従

業
員
表
彰
式
典
も
催
さ
れ
、
40
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
南
あ
わ
じ
市
技
能
功
労
者
は
次

の
人
た
ち
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）  

前
川
　
勇
治
（
福
良
、
大
工
）

稲
井
　
義
巳
（
市
、
建
具
職
）

滝
本
　
太
一
郎
（
市
、
配
管
工
）

今
井
　
美
榮
（
潮
美
台
、
美
容
師
）

戸
川
　
俊
二
（
倭
文
、理
容
師
）

山
口
　
耕
平
（
市
、
自
動
車
整
備
士
）

齋
藤
　
正
敏
（
津
井
、自
動
車
整
備
士
）

山
田
　
茂
夫
（
福
良
、
溶
接
工
）

濵
野
　
　
衙
（
湊
、
電
気
工
事
士
）

樋
口
　
正
之
（
松
帆
、
鉄
工
関
係
）

谷
池
　
明
志
（
津
井
、
製
瓦
職
）

阿
部
　
安
訓
（
阿
万
、
製
瓦
職
）

油
本
　
敏
夫
（
松
帆
、
屋
根
葺
き
工
）

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
の
功
績

を
讃
え
る
「
南
あ
わ
じ
市
技
能

▲技能功労者に贈られた表彰瓦

　

鳴
門
市
と
東
か
が
わ
市
と
南
あ

わ
じ
市
の
３
地
域
が
県
境
を
越
え

て
交
流
を
深
め
よ
う
と
平
成
２
年

に
設
立
さ
れ
た
Ａあ

Ｓ
Ａさ

ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
交
流
圏
推
進
協
議
会
で
は
、

交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
「
我
が
ま

ち
の
自
慢
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
小
学
３
・
４
年
生
を
対
象
に
作

品
を
募
集
し
て
11
月
３
日
、
入
賞

者
へ
の
表
彰
式
が
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ

ー
ク
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
内
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◆
南
あ
わ
じ
市
長
賞

東   

姫
愛
歌
（
西
淡
志
知
小
３
年
）

◆
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
長
賞

仁
里
　
　
愛
（
三
原
志
知
小
３
年
）

◆
淡
路
青
年
会
議
所
理
事
長
賞

松
本
　
健
志
（
松
帆
小
４
年
）

◆
優
秀
賞

橋
本
　
龍
征
（
倭
文
小
３
年
）

古
川
　
奈
那
（
倭
文
小
３
年
）

龍
本
　
翔
英
（
松
帆
小
３
年
）

伊
木
　
悠
晴
（
松
帆
小
４
年
）

原
田
　
朝
陽
（
松
帆
小
４
年
）

村
上
　
隼
太
（
辰
美
小
３
年
）

原
　
　
心
花
（
西
淡
志
知
小
３
年
）

前
平
　
　
鈴
（
西
淡
志
知
小
３
年
）

冨
士
元 

瑛
斗
（
榎
列
小
３
年
）

黒
田
　
紘
平
（
榎
列
小
３
年
）

片
井
　
佑
奈
（
福
良
小
３
年
）

四
宮
　
颯
華
（
阿
万
小
４
年
）

▲表彰式が11月３日、イングランドの丘で催されました

　税金を滞納すると、納期限までに納めた納税者との公平
を保つために、滞納している人の財産（不動産、預貯金、給与
など）の差押え、さらにその財産を公売するなどの滞納処分
を行うことになります。

【 滞納処分の流れ 】

納期限までに完納していない場合には、督促状により督促

【 督促 】

官公署・金融機関・勤務先・取引先・滞納者の財産を占有
する第三者などに対して財産調査

財産調査で発見した滞納者の財産に対する差押え

差し押さえた不動産等は「公売」、金銭債権は「取立て」によ
り、差押財産の換価（＝換金）

【 財産調査 】

【 差押え 】

【 換価 】

　市の人口総数は 46,912 人で前回調査から 2,922 人の減少（－ 5.86％）となり、世帯数も
16,968 世帯で 13 世帯が減少（－ 0.08%）しました。 また１世帯あたりの世帯人員は 2.76 人
で、平成 22 年調査の 2.93 人を下回る結果となり、世帯の小規模化がうかがえます。

平成27年 10月 1日を期日として実施された
国勢調査の人口等基本集計結果が公表されました。

◆人口と世帯数の前回比較（人：世帯：％）

◆淡路島内３市の人口と世帯数（人：世帯）

国勢調査集計確定結果

 区 分 平成27年 平成22年 増減数 増減率

人
口

総数 46,912 49,834 －2,922 －5.86

男 22,445 23,809 －1,364 －5.73

女 24,467 26,025 －1,558 －5.99

世帯数 16,968 16,981 －13 －0.08

区　　分 淡路島 南あわじ市 洲本市 淡路市

人　口 135,147 46,912 44,258 43,977

世帯数 52,500 16,968 18,081 17,451

人　口 143,547 49,834 47,254 46,459

世帯数 52,864 16,981 18,447 17,436

人　口 －8,400 －2,922 －2,996 －2,482

世帯数 －364 －13 －366 ＋15

南あわじ市

 調査へのご協力ありがと
うございました

人　口  ４６，９１２人
世帯数  １６，９６８世帯

問税務課☎43-5213

平成 27 年度滞納処分件数
 （島内３市と洲本県税事務所の合計） 

区分 件数
差　押 １,８９１件

公　売 １０件

捜　索 ７件

タイヤロック １件

税の徴収強化月間
スタート！

～ 納期内に納めましょう ～

　南あわじ市と島内２市及び洲本県税事務所では、12月を全島一斉徴収強化月間として、税負
担の公平性を確保するため「ストップ滞納!!」をスローガンに掲げ、財産の差押え、自動車のタイ
ヤロックの実施など滞納対策を強化します。

　南あわじ市が昨年度に実施した財産の差押件数は、給与等の債権、動産等をあわせて266件に
のぼります。また、差押えた動産をインターネット公売により換価（税金に充てる）しています。
　納税をお忘れの人は至急納付してください。
　なお、一度に納税が困難な人は、税務課納税係（☎43-5213）へお早めに相談ください。

◆人口と世帯の推移

平成12 年
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　年数回実施される統計調査の調査業務

（調査票の配布・回収等）に従事してい

ただける人を随時募集しています。

　統計調査員には、調査に従事した対価

として報酬が支払われます。

　希望される人は、秘書課までご連絡く

ださい。　　　　問秘書課☎ 43-5204
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　皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、

さまざまな形で使われています。これらがどのくら

い納められ、どう使われているのか、９月30日時

点の財政状況をお知らせします。詳しくは、ホーム

ページまたは財政課にあります「南あわじ市の財

政状況 平成28年度中間報告」をご覧ください。 

　　　　　　　　　　　問財政課☎43-5209

一般会計
予算現額 276 億 2,386 万円

・・・道路や学校などの整備をはじめ、福祉や教育、消防など市政の基本となる事業を行う会計

区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険 80億3,621万円 28億2,453万円 35.1％ 42億4,130万円 52.8％

後期高齢者医療 6億3,250万円 1億9,074万円 30.2％ 1億8,207万円 28.8％

介護保険 48億4,940万円 19億5,760万円 40.4％ 19億5,554万円 40.3％

訪問看護事業 3,321万円 732万円 22.0％ 1,512万円 45.5％

土地開発事業 1億7,644万円 4,043万円 22.9％ 　　84万円   0.5％

産業廃棄物最終処分事業 7,191万円 3,762万円 52.3％ 1,275万円 17.7％

ケーブルテレビ事業 18億6,123万円 2億8,312万円 15.2％ 1億3,402万円    7.2％

特別会計

企業会計

･･･国民健康保険や介護保険、ケーブルテレビなど、特定の歳入で特定の事業を行う会計

･･･企業と同じような経理をする会計

公共施設
施設名 休業日

市役所 29日(木)～３日(火)

※戸籍届出の受付等は年末年始も市民課で行います

診療所 29日(木)～３日(火)

※灘診療所は毎週水曜日休診のため28日（水）も休み

火葬場 　１日(日)～３日(火)

産業廃棄物処分場 29日(木)～５日(木)

子育て学習・支援センター 28日(水)～４日(水)

図書館（図書室） 28日(水)～４日(水)

淡路人形浄瑠璃資料館 29日(木)～４日(水)

玉青館 28日(水)～３日(火)

慶野松原荘 24日(土)～28日(水)

うずの丘大鳴門橋記念館 12月１日(木)～31日(土)予定
※改修工事のため

淡路人形座 26日(月)～31日(土)

道の駅うずしお・鳴門みさき荘 15日（木）

海釣り公園メガフロート 29日(木)～３日(火)

丸山海釣り公園 28日(水)～４日(水)

魚彩館
30日(金)～４日(水)
※30日(金)=正午まで営業
※５日(木)=10:00～営業

湯の川荘 28日(水)～３日(火)

伊加利デイサービスセンター 29日(木)～３日(火)

体育館・スポーツセンター 29日(木)～３日(火)

さんさんネット 29日(木)～３日(火)

消費生活センター 29日(木)～３日(火)

美菜恋来屋
１日(日)～２日(月)　
※火曜日が定休日ですが12月27日、
　１月３日は営業

◉可燃ゴミ

淡路広域行政粗大ごみ処理場（奥畑処理場）☎24-1676
●休業日＝31日（土）～３日（火）
●臨時開場日＝29日(木）９：00～16：30
　　　　　　　30日（金）９：00～正午

56 億 6,025 万円

30 億 3,200 万円

21 億 4,397 万円

12 億 1,885 万円

4 億 4,615 万円

8,228 万円

5 億 7,245 万円

22 億 9,215 万円

【歳入】　収入済額135億9,806万円 【歳出】　支出済額100億6,536万円
( 予算現額 ) ( 予算現額 )

72 億 141 万円

38 億 5,577 万円

33 億 2,162 万円

23 億 1,125 万円

28 億 9,182 万円

31 億 9,330 万円

17 億 7,933 万円

  9 億 7,459 万円

  6 億 9,363 万円

14 億 114 万円

96 億円

25 億 7,576 万円

【地方交付税】 68億 876万円（70.9%)68億 876万円（70.9%)

0 万円（0.0%)

0 円（0.0%)

18億 879万円（78.9%)

0 円（0.0%)

0 円（0.0%)

18億 879万円（78.9%)

【市税】

【市債】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

【地方交付税】

【市税】

【市債】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

33億 2,275万円（58.7%)33億 2,275万円（58.7%)

8 億 5,853万円（33.3%)8 億 5,853万円（33.3%)

4 億 1,277万円（19.3%)4 億 1,277万円（19.3%)

1 億 6,979万円（29.7%)1 億 6,979万円（29.7%)

1 億 8,788万円（42.1%)1 億 8,788万円（42.1%)

2,879 万円（35.0%)2,879 万円（35.0%)

25億 7,356万円（35.7%)

10億 9,990万円（34.4%)

18億 1,351万円（47.0%)

6 億 2,737万円（27.1%)

10億 9,317万円（37.8%)

15億 8,108万円（47.6%)

4 億 8,865万円（27.5%)

4 億 5,218万円（46.4%)

1 億 3,284万円（19.2%)

2 億 310万円（14.5%)

25億 7,356万円（35.7%)

10億 9,990万円（34.4%)

18億 1,351万円（47.0%)

6 億 2,737万円（27.1%)

10億 9,317万円（37.8%)

15億 8,108万円（47.6%)

4 億 8,865万円（27.5%)

4 億 5,218万円（46.4%)

1 億 3,284万円（19.2%)

2 億 310万円（14.5%)

【民生費】

【総務費】

【公債費】

【教育費】

【土木費】

【衛生費】

【消防費】

【商工費】

【その他】

【民生費】

【総務費】

【公債費】

【教育費】

【土木費】

【衛生費】

【消防費】

【商工費】

【その他】

【農林水産業費】【農林水産業費】

平成28年度上半期
（平成28年４月１日～９月30日）

予算現額 執行額

区　分
収　入 支　出

予算現額 執行額 執行率 予算現額 執行額 執行率

　下水道事業
収益的 27億9,809万円 15億1,276万円 54.1% 27億5,208万円 4億4,417万円 16.1%

資本的 21億8,200万円 5,466万円 2.5% 41億3,174万円 11億5,833万円 28.0%

　国民宿舎事業
収益的 4億4,735万円 1億8,321万円 41.0% 4億4,398万円 1億8,690万円 42.1%

資本的 1万円 0円 0.0% 1,029万円 85万円 8.2%

　農業共済事業 収益的 4億5,582万円 9,335万円 20.5% 4億5,582万円 1億345万円 22.7%

市の財政状況

区分 南あわじ市全域

場所 中央リサイクルセンター（榎列上幡多）☎43-3200

業務時間 （月～金）９：00～16：00、（土・日）休み
※毎月第２日曜日は９：00～16：00

休業日 29日（木）～３日（火）

区分 　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　内　全　域

場所 やまなみ苑（広田広田）☎45-0534

休業日 １日（日）～３日（火）まで休み　※29日（木）～31日（土）は、8:30～16:30開業

注意事項

❶ 市指定のゴミ袋を使用して持ち込んでも「手数料」が必要です
❷ 草は一抱えでヒモで縛るか、袋詰めしてください
❸ 剪定枝は太さ10ｃｍ以内、長さ1ｍ以内とし、一抱えでヒモで縛るか、袋詰めしてください
❹ 農業用資材や家屋解体物など産業廃棄物は受け入れができません
❺ 必ず時間内に持ち込んでください
❻ 持込に際して道路上にゴミが飛び散らないよう、荷台にシート掛けなどの処置をしてください

※（　　）は予算現額に対する執行率

年末年始の
業務案内

温泉
施設名 営業時間

ゆとりっく 30日(金)～３日(火)10:00～22:30

さんゆ～館 31日(土)＝10:00～24:00
　１日(日)～３日(火)＝10:00～23:30

ゆーぷる 31日(土)＝10:00～24:00
　１日(日)～３日(火)＝10:00～23:30

プール＆フィットネス
施設名 休業日

ゆとりっく 29日(木)～３日(火)

サンプール 28日(水)～４日(水)

◉粗大ゴミ・資源ゴミ

市の財政状況・年末年始の業務案内

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～
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◆電話番号◆
南あわじ市役所（代表）
　☎43-5001（総務課）

【議会】
議会事務局☎43-5005

【総務部】
総務課☎43-5001
財政課☎43-5209
管財課☎43-5210
情報課☎43-5206
　ケーブルテレビ☎43-2345

【企画部】
秘書課☎43-5204
ふるさと創生課☎43-5205
商工観光課☎43-5221
 消費生活センター
　　　　　☎43-5099
うずしお世界遺産推進課
　　　　　　　☎43-5207

【危機管理部】
危機管理課☎43-5203

【市民部】
市民課☎43-5212
税務課☎43-5213
環境課☎43-5214

【福祉部】
福祉課☎43-5216
子育て支援課☎43-5219
長寿福祉課☎43-5217
 地域包括支援センター
　　　　　☎43-5237
健康課☎43-5218

【農林水産部】
農林振興課☎43-5223
食の拠点推進課☎43-5224
農地整備課☎43-5225
水産振興課☎43-5243

【建設部】
建設課☎43-5226
都市計画課☎43-5227
下水道課☎43-5228

【会計】
会計課☎43-5229

【教育委員会】
教育総務課☎43-5230
学校教育課☎43-5231
社会教育課☎43-5232
体育青少年課☎43-5234
青少年育成センター
　　　　　　☎43-5238

【各委員会事務局】
選挙管理委員会事務局
　　　　　　☎43-5004
監査委員事務局・固定資産
評価審査委員会事務局
　　　　　　☎43-5235
農業委員会事務局
　　　　　　☎43-5236

【淡路広域水道企業団】
お客様センター☎43-3038

　

　 問ふるさと創生課☎43‐5205

空き家バンクに

 市内にある空き家の有効活用を通じて、地域の機

能維持及び移住、定住を応援しています。空き家

の所有者の皆さま、賃貸・売買などの有効利用をご

検討の場合は、ご相談ください。 

登録してみませんか？

第69回市議会定例会日程（12月）

　  議 会

開会：午前10時～
◆委員会

日程 委員会 内容

８日（木）総務常任委員会
付託案件
の審査

９日（金）産業厚生常任委員会

　問議会事務局☎ 43-5005
開会：午前10時～

◆本会議
日程 内容

11月22日（火）
11月24日（木）

①委員会調査報告　　　　　　
②議席の変更
③条例案上程　
④平成28年度補正予算案上程
⑤その他の案件上程

11月30日（水）一般質問 

２日（金） 一般質問

５日（月）
①一般質問　　　　　　　　　
②追加議案上程

６日（火） 予備日

14日（水）
①追加議案上程　　　　　　　
②付託案件委員会審査報告
　（質疑、討論、表決）

　
2017年 南あわじ市 成人式☆
○日時 １月８日（日） 
　　　　受付12:30～ 開式13:30～

　

　野焼き（ドラム缶等）は
やめましょう！
　※野焼きを行った場合、
罰則が科せられることがあ
ります。
問環境課☎４３‐５２１４

野焼きの禁止！

■ 議会は市役所本館４階の議場で傍聴できます。

■ インターネットによる中継、
モニター中継（市役所本
館４階ロビー、中央公民
館）をしています。ご利用く
ださい。
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売却区分番号 南あ第 28 － 6

所在地
(地目・地籍）

灘山本666番1（宅地：641.81㎡）、666
番3（山林：179.00㎡）、666番4（公衆用
道路：152.00㎡）、666番5（公衆用道路：
457.00㎡）

建物（種類）
家屋番号：666番の1（事務所・車庫）
家屋番号：666番1の2（畜舎・倉庫）

見積価格 ７９０，０００円

公売保証金 　７９,０００円

　

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付

　

平
成
29
・
30
・
31
年
度
に
お
け

る
市
が
行
な
う
競
争
入
札
（
建
設

工
事
・
コ
ン
サ
ル
・
物
品
役
務
）

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
の
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
行

い
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

翌
年
１
月
５
日
（
木
）

　

～
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

▽
提
出
方
法　

　

郵
送
ま
た
は
持
参

▽
提
出
場
所　

　

管
財
課（
市
役
所
本
館
３
階
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い

問
管
財
課
☎
43
・
５
２
１
０

　

農
地
の
借
受
希
望
者
を
募
集
！

　

集
落
営
農
組
織
や
大
規
模
農
家

お
よ
び
新
規
就
農
者
等
の
担
い
手

へ
農
地
の
集
積
・
集
約
を
図
る
た

め
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
「
農
地

中
間
管
理
事
業
」
を
活
用
し
て
、

農
地
の
借
受
け
を
希
望
す
る
人

は
、
あ
ら
か
じ
め
借
受
希
望
申
込

が
必
要
で
す
。 

募
集
期
限　
12
月
20
日
（
火
）

募
集
方
法　
兵
庫
み
ど
り
公
社
へ

所
定
の
申
込
書
を
メ
ー
ル
も
し

く
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
、
持
参

問
兵
庫
み
ど
り
公
社

　

☎
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
１
４

　

F
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
８

南あわじ市火葬場の都市計画決定（素案）の
公聴会を開催しました

　１０月２８日、南あわじ市中央公民館において、「南あわじ市火葬場の都市計
画決定（素案）に係る公聴会」を開催しました。
　公述申出のあった４人から計画素案に対する「公述意見」を述べていただき
ました。

問都市計画☎ 43‐5227

調査のため、対象農地の上空を

　「公述意見の要旨とそれに対する市の考え方」につきましては、１２月１日（木）
から１２月２８日（水）までの間、市役所本館２階の都市計画課（平日の開庁
時間のみ）で閲覧ができます。　※市のホームページでも閲覧できます

　

美
菜
恋
来
屋
は
随
時
、出
荷
者
さ
ん
募
集
！

  

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
さ
ん

（
生
鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

 

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の
出

荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上
げ
ま

せ
ん
か
？

 

詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
直
接
お
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

　
（
よ
う
さ
ん
み
ん
な
こ
～
い
）

　多面的機能支払事業の現況調査のため、
12 月初旬から１月下旬の間、対象農地の上
空をドローンが飛行しますのでお知らせい
たします。なお、空撮時、作業者は、農用地
空撮作業の「腕章」を着用しています。

問農地整備課☎ 43‐5225ドローンが飛行します！

○場　所　南あわじ市文化体育館
○対象者　平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれの人

※案内状の送付は行いません
　住民票が南あわじ市にない人も参加できます

《お問い合わせ》 社会教育課☎43-５２３２



広報 

　　

　　

お知らせ

1213 2016.12.1発行

◆保育所・幼稚園で勤務する臨時職員の希望者登録を随時受付しています。
勤務内容　保育所または幼稚園・認定こども園での園児への保育（及び指導）業務
申込要件　❶普通自動車運転免許  ❷保育士資格または幼稚園教諭免許

登録方法　登録申込書に必要事項を記入し、総務課へ郵送または持参してください。申込書は、総務課に　
　　　　　 用意しています。（市のホームページよりダウンロード可）　

◆保育所・幼稚園等の他にも市役所内で勤務できる臨時職員の登録を随時受付しています。
　あらかじめ希望する職種や勤務時間等を登録していただき、市役所内各課から仕事の依頼があった場合に、
条件に合う人を登録者の中から選考し、任用します。なお、登録されても直ちに任用ということではありませ
んので、ご注意ください。

  TEL ／ 0799-45-0171 （代） 　 0799-45-0012     FAX ／ 0799-45-1814

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）

６０歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

・健康のために身体を動かしたい
・いくらかの収入を得たい
・社会参加したい
など、働く意欲のある方をお待ちしています。

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

　・住民票の写し　
　・住民票記載事項証明書　　
　・戸籍謄本・抄本等　 
　・戸籍記載事項証明書等
　・戸籍の附票の写し

・南あわじ市に住民票または本籍を有する人（転出した人や除籍になった人も含む）

◆この制度は、代理人や第三者からの交付請求を断ったり、交付請求の際に交付の可否を本人に確認したり
　するものではありません。
◆この制度の開始に伴い、同一住所で別世帯の人の住民票の写しを交付請求する場合も、委任状の提出が
　必要となりますので、ご注意ください。
※詳しくは市民課までお問い合せください。

12月 1日から「本人通知制度」が始まります！
　問市民課☎ 43-5212

登録臨時職員（保育所・幼稚園等）を随時受付しています！
　問総務課☎ 43-5001

本人
（登録者）

　・証明書の交付年月日　
　・交付した証明書の種別　　
　・交付枚数　　
　・交付請求者の種別　　　
　・事前登録した人の代理人に限り、その氏名・住所

　・本人、親族等の委任状による代理人からの請求　
　・職務上請求（弁護士・司法書士・土地家屋調査士・税理士・社会保険労務士・弁理士・海事代理士・行政書士）
　・本人等以外の人が自己の権利行使・義務履行をするために必要な請求

　制度の利用を希望される人は事前に登録が必要です。
　本人が市民課窓口（市役所本館１階）に❶本人確認書類（運転免許証、個人番号カードなど）、❷印鑑
を持参のうえお越しください。 本人が来庁することが困難な場合は、必ずご相談ください。

本人通知の対象となる証明書

　　

申込方法　 市販の履歴書に写真を貼り、必要事項及び希望する職種を記入の上、運転免許証など
　　　　　資格証の写しを添付し、 総務課 （市役所本館３階）まで持参または郵送してください。
受付期間　１２月１日（木）～１２月１５日（木）必着　
　　　　　午前８時30分～午後５時15分までの平日のみ
選考方法　面接試験

試 験 日　翌年１月中下旬の土曜日または日曜日に行います。　※申込者には後日連絡します

申 込 先　〒656-0492 南あわじ市市善光寺22-1 　南あわじ市役所 総務課　

問合せ先  申込については総務課（☎43-5001）まで。　 業務内容については各担当課まで。

南あわじ市では、市内保育所および幼稚園並びに認定こども園で
勤務する保育士、幼稚園教諭等を募集します。

募集人数 若干名 

業務内容 市内保育所・幼稚園・認定こども園での園児の保育及び指導

申込要件 ❶保育士資格　❷幼稚園教諭免許　❸普通自動車運転免許

任用期間 平成２9年４月１日～平成30年３月31日

勤務時間 午前８時～午後６時までのうち７時間30分勤務（早出・遅出・土曜日の勤務あり）

賃　　金
（交通費は別途支給） 月額158,800円、年２回賞与あり （担任を受け持った場合、別途担任手当あり）

保　　険 社会保険、雇用保険、労災保険に加入

担 当 課
（業務内容などの問合せ先）

◆保育所（園）について 問子育て支援課☎43-5219
◆幼稚園・認定こども園について 問教育総務課☎43-5230

南あわじ市『嘱託職員』を募集します

登 録 で き る 人

登 録 の 方 法

市
　
役
　
所

交付請求者
・本人等の代理人

・第三者

❸証明書の交付請求

❹証明書の交付

❶事前登録の申出

❷登録のお知らせ

❺証明書交付の事実を通知

〈制度の流れ〉

注　意

本人通知の対象となる請求

本 人 通 知 の 内 容

　住民票の写しや戸籍謄抄本などの不正な請求や取得の抑止を図るため「住民票の写し等
本人通知制度」を始めます。
　この制度は、証明書を本人等の代理人や第三者に交付した場合に、事前に登録された人

（本人）に、その事実を郵送でお知らせする制度です。
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「
知
る
こ
と
が
一
歩
」

　

     

西
淡
中
学
校  

　

             

２
年　

道
上 

真
弥

　　
「
消
費
税
な
ん
て
な
か
っ
た
ら
い

い
の
に
な
…
。」
な
ん
て
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
お
店

で
物
を
買
う
時
に
消
費
税
の
分
も

支
払
う
と
定
価
よ
り
も
高
く
て
何

だ
か
損
を
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に

な
る
か
ら
で
す
。
私
は
、
税
金
の

使
い
道
を
く
わ
し
く
知
り
ま
せ
ん
。

な
の
で
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て

税
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

　

調
べ
て
い
る
と
意
外
と
身
近

な
も
の
に
多
く
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
中
学
校
や
消
防
署
、
病

院
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設

で
す
。
さ
ら
に
、
公
共
施
設
で

働
く
学
校
の
先
生
や
お
巡
り
さ
ん
、

市
営
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
や
首
相

の
お
給
料
ま
で
も
が
税
金
で
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
を
作
っ
た
り
、
教
育
の
た

め
に
使
っ
た
り
、
救
急
車
が
無
料

な
の
も
税
金
の
お
か
げ
で
す
。
警

察
の
人
が
治
安
を
守
っ
て
い
る
の
も

税
金
で
す
し
、
道
路
の
整
備
や
高

速
道
路
の
建
設
な
ど
も
そ
う
で
す
。

出
産
の
と
き
の
費
用
を
負
担
し
て

く
れ
た
り
、
特
定
の
病
気
な
ど
治

療
費
の
大
部
分
を
負
担
し
て
く
れ

ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん

の
予
防
接
種
も
無
料
で
受
け
ら
れ

る
の
も
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
な
、
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、自
治
体
に
よ
っ

て
は
文
化
会
館
を
作
っ
た
り
、
町

の
街
灯
な
ど
が
消
え
て
い
た
り
し

て
い
た
ら
交
換
し
た
り
も
し
て
く

れ
る
そ
う
で
す
。
図
書
館
が
無
料

で
利
用
で
き
る
の
も
税
金
の
お
か

げ
で
す
。
地
震
対
策
と
し
て
耐
震

補
強
が
必
要
な
場
合
は
補
助
し
て

く
れ
た
り
、
介
護
の
為
に
家
・
車

を
改
造
す
る
の
も
補
助
が
で
ま
す
。

生
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
電
化
製
品
を

買
う
と
き
も
税
金
か
ら
補
っ
て
く

れ
ま
す
。
そ
し
て
医
療
費
が
中
学

校
卒
業
ま
で
無
料
で
す
。

　

私
は
、
調
べ
て
い
く
う
ち
に
疑
問

が
で
て
き
ま
し
た
。
税
金
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
補
助
を
受
け
た
り
し
て
私

達
の
暮
ら
し
は
支
え
ら
れ
て
い
る

事
を
知
り
ま
し
た
が
、
そ
の
税
金

は
い
っ
た
い
い
く
ら
集
め
ら
れ
、
そ

の
使
い
道
は
だ
れ
が
ど
う
や
っ
て
決

め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
税
金
は

多
く
の
納
税
者
が
納
め
た
大
切
な

も
の
で
す
。
納
め
ら
れ
た
税
金
は

合
計
す
る
と
き
っ
と
と
て
も
大
き

税
に
関
す
る
作
文
紹
介

淡
路
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

受
賞
作
文

な
金
額
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

深
く
調
べ
て
み
る
と
集
め
ら
れ

た
税
金
は
、
国
に
入
っ
て
く
る
金

額
の
６
割
に
も
な
り
、
そ
れ
ら
の

お
金
で
私
達
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

す
る
為
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

内
閣
で
１
年
間
の
納
税
か
ら
、
国

家
予
算
案
を
作
り
、
国
会
に
提
出

さ
れ
決
定
し
、
予
算
や
税
金
の
使

い
道
を
決
め
て
い
ま
す
。
税
金
の

使
い
道
は
私
達
が
選
ん
だ
代
表
者

が
決
め
て
い
る
の
で
、
や
は
り
選

挙
は
、
私
達
の
意
見
を
し
っ
か
り

伝
え
て
く
れ
る
人
を
見
極
め
る
事

が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
税
に
つ
い
て
初
め
て
調
べ

て
み
ま
し
た
が
税
金
に
よ
っ
て
、
自

分
達
の
暮
ら
し
が
安
定
し
、
健
康

に
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
使
わ
れ
て
い
る
事
を
改
め
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
税
金

が
無
け
れ
ば
、
現
在
の
安
全
な
生

活
は
で
き
ず
、
日
常
生
活
の
混
乱

が
起
き
る
事
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

多
く
の
予
算
で
成
り
立
つ
税
金
は
、

納
税
者
が
必
死
に
働
い
て
納
税
し
て

い
る
の
で
無
駄
に
使
っ
て
ほ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
達
に

は
税
金
の
使
い
道
を
知
る
必
要
が

あ
る
と
、
私
は
考
え
ま
す
。

問
洲
本
税
務
署
☎
24
・
１
２
１
２

〈 マイナンバーカードの交付申請書は？ 〉
　交付申請書は、個人番号の通知カードに同封されています。申請書を紛失された人や記載内容（氏名・
住所等）に変更があった人は、市民課窓口で新しい申請書の受取が必要です。本人または同世帯員が申請
書の受取をすることができます。（持参するもの：写真付の本人確認書類等）
　受け取った申請書を使って、郵便・スマートフォン等で交付申請を行ってください。
　マイナンバーカードの交付には、申請から約１ヶ月を要し、本人が市役所へ受け取りに来る必要があります。
　電子証明書の有効期限が確定申告の時期と重なる人はご注意ください。
※各詳細は、市民課（☎ 43-5212）へお問い合わせください。

電子証明書（署名用電子証明書）の有効期限等にご注意ください
　問市民課☎ 43-5212

e-Taxを利用される人は電子証明書が必要です。ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
と
は
、
最
初
に
作
ら
れ

た
医
薬
品（
先
発
医
薬
品
＝
新
薬
）

の
特
許
終
了
後
に
、
厚
生
労
働
省

の
認
可
の
も
と
製
造
・
販
売
さ
れ

て
い
る
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

　

新
薬
と
同
じ
有
効
成
分
、
同
じ

効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品
で
す
。

特
徴
　
❶
新
薬
よ
り
安
価
で
経

済
的
で
す

❷
効
き
目
や
安
全
性
は
、
新
薬
と

同
等
で
す

❸
飲
み
や
す
さ
や
副
作
用
を
抑
え

る
工
夫
な
ど
の
改
良
が
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す

※
希
望
す
る
場
合
は
、
医
師
や
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

　
国
民
健
康
保
険
証
を
12
月
１
日
に
更
新
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
証
（
短
期
証
及
び

資
格
証
明
書
含
む
）
は
12
月
１
日
が

更
新
日
と
な
っ
て
お
り
、
受
診
の
際

は
新
し
い
保
険
証
を
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下
旬

に
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
郵
送

（
簡
易
書
留
）
し
て
い
ま
す
の
で

お
手
元
に
届
い
て
い
る
か
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
い
て
な
い
場
合
は
、

市
役
所
ま
で
受
け
取
り
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。お
越
し
に
な
れ
な
い
場

合
は
、市
民
課
へ
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
再
度
郵
送
い
た
し
ま
す
。

期
限
切
れ
保
険
証
の
返
却
先

　

市
役
所
ま
た
は
沼
島
出
張
所

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
人 

　

期
間
の
短
い
保
険
証
（
短
期
証
）

ま
た
は
、
資
格
証
明
書
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

※
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い

る
人
で
、
保
険
税
を
納
付
で
き

な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
市
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
短
期
証
が
交
付
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す

保
険
税
、一
部
負
担
金
の
減
免

　

災
害
等
の
特
別
な
事
情
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
保
険
税
や

医
療
機
関
等
で
の
自
己
負
担
金
の

減
免
等
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
市
民
課
・
税
務
課
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

　

税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

　　　　　　　　　１２月番組の見どころ 　※放送内容は変更する場合があります。ご了承ください。

 さんさんニュース　（週５回更新）※月曜～金曜日

　　　　　　　　　　　　午前７時 30 分～、午後０時 30 分～
　  　　　　　　　　　　　午後７時 30 分～、深夜０時 30 分～

 南あわじ市議会 午前８時～、午後８時～

◆12月 ２日(金)～ 淡路島民俗芸能フェスティバル

◆12月 ７日(水)～ 南あわじ市技能功労者・優良従業員

　　　　　　　　　 表彰式典

◆12月14日(水)～ 神代小学校 学習発表会

◆12月20日(火)～ 南淡路だんじり唄交流会

 第69回 南あわじ市議会定例会　一般質問

  ◆１２月２７日（火）～

　　　          午前８時～・午後８時～          

  　※放送日は一般質問の数によって変更になります

 撮っておき☆　
※毎週月曜日 午後８時更新      午前８時～、午後１時～、午後８時～ 　　

◆12月 ５日(月)～ 12日(月) 　平成28年度 南あわじ市健康大学講座（第７回）「認知症って何だろう？」

◆12月12日(月)～ 19日(月) 　南あわじ食と文化の市民まつり ～その①～（全２回）　

◆12月19日(月)～ 26日(月)　 南あわじ食と文化の市民まつり ～その②～（全２回）　　

あなたのまちのケーブルテレビ さんさんネット 問さんさんネット ☎43-2345

◆さんさんネットでは取材依頼を募集中です！ 地域のイベントや
　学校行事など、お気軽にお問い合せください！

　e-Tax で確定申告を行うためには、住基カードまたはマイナンバーカード（個人番号カード）に搭載され
た電子証明書（署名用電子証明書）が必要です。有効期間は、カードによって異なります。
　また、氏名・住所等に変更があった場合は失効しますので、ご利用の際はご注意ください。

　有効期間は、発行日から３年です。住基カード向け電子証明書の発行は終了していますので、更新を希
望する人は電子証明書（署名用電子証明書）が格納されたマイナンバーカードの交付申請を行ってください。

　有効期間は、発行日から５回目の誕生日までです。
　失効している場合は、本人が市民課窓口で発行の手続きをする必要があります。
　（持参するもの：マイナンバーカード・暗証番号）

住基カード

マイナンバーカード（個人番号カード）
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大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
第
４
回
淡
路
島
ペ
タ
ン
ク

選
手
権
大
会
（
11
月
６
日
、
淡

路
市
立
津
名
臨
界
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

奈
良　

光
敏（
八
木
）

塔
下　

数
市（
洲
本
市
）

①
喜
田　

篤
實（
市
）

喜
田　

仁
美（
市
）

②
野
口　

浩
一（
市
）

山
口　

淑
子（
市
）

③

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の
実
施

期
間　

12
月
1
日
（
木
）

～
10
日
（
土
）

『
や
さ
し
さ
と
　
笑
顔
で
走

る
　
兵
庫
の
道
』

運
動
の
最
重
点
項
目

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全

運
動
の
重
点
項
目

❶
飲
酒
運
転
の
根
絶

❷
夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

❸
自
転
車
の
交
通
安
全

❹
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

　

昨
年
に
申
請
さ
れ
た
口
座
に
、
障

害
者（
児
）見
舞
金
を
振
り
込
み
ま
す
。

対
象
者　

平
成
28
年
12
月
１
日
現

在
、３
か
月
以
上
市
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
障
害
者（
児
）で
、身
体

障
害
者
手
帳
１
～
４
級
、療
育
手

帳
、有
効
期
限
内
の
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
人

支
給
額　

５
０
０
０
円

支
給
日　

12
月
16
日
（
金
）

※
平
成
27
年
12
月
１
日
以
降
に
手

帳
を
取
得
さ
れ
た
人
に
は
口
座

振
込
申
込
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
申
請
書
を
未
提
出
の
人

は
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

障
害
者（
児
）見
舞
金
の
支
給

　       

交
通
災
害
共
済
臨
時
受
付
窓
口
を

受付窓口開設日
　（受付時間：午前９時～正午、
　　　　　　　午後1時～午後５時）

開設日 場所

１２月２日（金）
広田市民交流センター

１２月５日（月）

１２月６日（火）
湊市民交流センター

１２月７日（水）

１２月８日（木）
福良市民交流センター

１２月９日（金）

１２月１２日（月） 阿万市民交流センター

※
加
入
申
込
書
は
、
臨
時
受
付

窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
加
入
者
に
は

事
前
に
郵
送
し
て
い
ま
す

※
危
機
管
理
課
（
市
役
所
本
館

３
階
）
ま
た
は
、会
計
課
（
市

役
所
本
館
１
階
）、
沼
島
出

張
所
で
も
随
時
受
付
を
し

て
い
ま
す
。

◆
掛
金

　

一
人
あ
た
り
年
額
５
０
０
円

問
危
機
管
理
課

　

☎
43
・
５
２
０
３

　

平
成
29
年
度　

市
町
交
通
災

害
共
済
の
加
入
受
付
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
臨
時
受
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。

　

交
通
災
害
共
済
は
、
年
額

５
０
０
円
で
、
交
通
災
害
時
に
治

療
実
日
数
３
日
以
上
で
４
万
円
、

死
亡
事
故
で
１
０
０
万
円
な
ど
の

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
掛
金
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
南
あ
わ
じ
市
内
健
康
卓

球
大
会
（
10
月
30
日
、
三
原
健
康

広
場
）　

【
団
体
戦
１
部
】 

①
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
‐
Ｂ

②
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
‐
Ａ

③
Ｒ
ａ
ｓ
ｃ
ａ
ｌ

③
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ 

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
洲
実

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
１
部
】 

①
大
霜
・
冨
田（
ダ
イ
ハ
ー
ド
３
）

②
川
田
・
池
田（
淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ
‐
大
阪
）

③
前
田
・
久
米（
Ｒ
ａ
ｓ
ｃ
ａ
ｌ
）

③
桑
島
・
奥
野（
名
球
会
Ａ
）

【
団
体
戦
２
部
】 

①
り
け
ー

②
ス
ポ
ー
ツ
21
第
３
小
B

③
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
タ
ー

③
淡
路
高
校
Ｄ

◆
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
ペ
タ
ン

ク
大
会
（
11
月
13
日
、
国
立
淡
路

青
少
年
交
流
の
家
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

喜
田　

篤
實（
市
）

喜
田　

仁
美（
市
）

①
奈
良　

正
博（
市
）

社
家　
　

薫（
市
）

②
一
矢     

力   

（
潮
美
台
）

山
口 

三
紀
子（
潮
美
台
）

③③
榎
本　

行
市（
市
）

藤
井　
　

卓（
市
）

社
家　

寛
子（
市
）

社
家　

佑
一
朗（
市
）

② 【
決
勝
】

【
交
流
】

◆
第
６
回
南
あ
わ
じ
市
総

合
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
（
10
月
２
日
、
南
あ

わ
じ
市
文
化
体
育
館
）

【
男
子
の
部
】 

①
Ｐ
Ｕ
Ｚ
Ｚ
Ｌ
Ｅ

②
P
‐
t
ａ
ｒ
ａ
ｓ

③
C
ｈ
ａ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ
ｓ

③
Ｔ
ｒ
ｉ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ

【
女
子
の
部
】 

①
淡
路
三
原
高
校

②
菊
千
代

③
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
マ
ザ
ー
ズ

③
Ｔ
ｗ
ｉ
ｎ
ｋ
ｌ
ｅ

◆
第
11
回
南
あ
わ
じ
市
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交

歓
大
会
（
11
月
６
日
、
南
あ
わ
じ

市
文
化
体
育
館
）

【
男
子
の
部
】 〈
Ａ
〉ブ
ロ
ッ
ク

①
三
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
Ａ

②
南
淡
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
Ａ

③
緑
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
Ａ

【
男
子
の
部
】 〈
Ｂ
〉ブ
ロ
ッ
ク

優
秀
賞

　

三
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
Ｂ

【
男
子
の
部
】 〈
ア
〉ブ
ロ
ッ
ク

①
南
淡
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
Ａ

②
緑
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
Ａ

③
三
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
Ａ

【
男
子
の
部
】 〈
イ
〉ブ
ロ
ッ
ク

優
秀
賞

　

南
淡
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
Ｂ

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
２
部
】 

①
榎
本
・
中
尾（
り
け
ー
い
）

②
前
川
・
藤
田（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）

③
一
貫
田
・
倉
本（
ス
ポ
ー
ツ
21
第
３
小
）

③
大
鐘
・
豊
田（
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
）

◆
第
７
回
ミ
ズ
ノ
杯
争
奪

淡
路
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
（
11
月
６
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
五
色
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

【
女
子
Ⅰ
部
】 

澤
内　

伽
音（
志
知
）

澤
内　

貴
美（
志
知
）

②

（
淡
路
ク
ラ
ブ
）

喜
田 

真
実
子（
市
）

生
子　

路
代（
洲
本
市
）

③

（
淡
路
ク
ラ
ブ
）

　 　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
10
月
か

ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に

限
り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

年
金
額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た
期

間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
人
が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
下
記
の
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
、
ま
た
は
最
寄
り
の
年
金
事

務
所
に
基
礎
年
金
番
号
を
ご
用
意
の

う
え
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

で
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
「
10
年
の
後
納
制
度
」

は
、
平
成
27
年
９
月
30
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。
）

【
後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
人
】

❶
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
、

５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期

間
や
（
海
外
居
住
期
間
を
除

く
）
未
加
入
期
間
が
あ
る
人

❷
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

❶
の
期
間
の
ほ
か
任
意
加
入

中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ

る
人

❸
65
歳
以
上
の
人
で
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
が
な
く
任

意
加
入
中
の
人
な
ど

※
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
人
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん

【
問
合
せ
先
】

1
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０

2
明
石
年
金
事
務
所　

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
０

◆
受
付
時
間
（
1
、2
と
も
同
じ
）

　

月
曜
日
の
受
付　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

火
曜
～
金
曜
日
の
受
付　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

第
２
土
曜
日
の
受
付　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

翌
日
以
降
の
開
所
日
初
日

に
午
後
７
時
ま
で
相
談
を

受
付
し
ま
す

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）

お
よ
び
、
12
月
29
日
～
１
月

３
日
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

平
成
29
年
度 

４
月
入
校
生

障
害
者
向
け
の
職
業
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

科
目　

❶
も
の
づ
く
り
科
・
ビ
ジ

ネ
ス
事
務
科
・
情
報
サ
ー
ビ
ス

科
❷
総
合
実
務
科

対
象
者　

❶
身
体
等
に
障
害
の
あ

る
求
職
者
❷
知
的
障
害
の
あ
る
人

で
通
校
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

募
集
期
間　

12
月
13
日（
火
）～

翌
年
1
月
17
日（
火
）

問
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

　

☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

障
害
者
向
け
職
業
訓
練
性
を
募
集
！

開
設
し
ま
す



募
　
集

ご
案
内

慶
野
松
原
荘
臨
時
職
員

▽
内
容　

❶
フ
ロ
ン
ト
職
員（
臨

時
）、❷
応
接
員（
パ
ー
ト
）、❸

調
理
補
助
員（
パ
ー
ト
）

▽
時
給　

❶
❷
❸
１
０
０
０
円

※
2
年
目
以
降
時
給
ア
ッ
プ

※
交
通
費
支
給
・
社
会
保
険
加
入

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

淡
路
瓦
屋
根
工
事
の
奨
励
金
交
付

　

当
奨
励
金
は
地
場
産
業
の
振
興

及
び
甍
街
な
み
景
観
形
成
の
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
家
屋
の
自
然

災
害
へ
の
予
防
策
並
び
に
地
震
保

険
及
び
共
済
制
度
等
へ
の
加
入
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

▽
対
象
者　

次
の
❶
～
❺
の
要
件

を
満
た
す
人

❶
淡
路
瓦
を
使
用
し
た
瓦
屋
根
で

あ
り
、
個
人
が
自
ら
居
住
す
る

た
め
の
住
宅
で
あ
る

※
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
等
賃

貸
用
の
建
物
は
対
象
外

❷
屋
根
工
事
面
積
が
20
㎡
以
上
の

住
宅
で
あ
る
。
た
だ
し
、
葺
き

替
え
に
つ
い
て
は
、
当
該
屋
根

工
事
面
積
が
20
㎡
以
上
か
つ

瓦
使
用
部
分
の
80
％
以
上
を

葺
き
替
え
し
た
も
の
に
限
り
、

店
舗
等
併
用
住
宅
の
場
合
は

住
居
部
分
が
２
分
の
１
以
上

で
あ
る
こ
と

❸
屋
根
の
主
た
る
部
分
に
淡
路
瓦

を
使
用
す
る
住
宅
で
あ
る

❹
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
）
に
加

入
し
て
い
る
。

❺
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
申
請
期
限　

新
築
、増
築
若
し

く
は
葺
き
替
え
、ま
た
は
購
入

後
2
年
以
内

▽
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、添
付
書
類
を
揃

え
て
商
工
観
光
課
へ
提
出

問
商
工
観
光
課

　

☎
43
・
５
２
２
１

ま
な
び
資
金
利
子
補
給
金

　

大
学
等
の
入
学
金
や
授
業
料
な

ど
の
教
育
資
金
を
、
市
内
の
金
融

機
関
等
で
借
入
れ
た
保
護
者
に
、

利
息
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

次
の
❶
～
❸
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
人

❶
大
学（
短
大
含
む
）、専
修
学
校
、

高
専
４
年
生
以
上
で
教
育
を

受
け
て
い
る
学
生
の
保
護
者

❷
市
内
に
３
年
以
上
在
住

❸
世
帯
の
総
所
得
金
額
が

７
７
１
万
円
以
下
で
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い

▽
利
子
補
給
の
対
象
期
間　

学
校

の
正
規
の
就
学
期
間
が
終
了

す
る
ま
で

▽
対
象
融
資
限
度
額　

学
生
１
人

に
つ
き
３
０
０
万
円

▽
利
子
補
給
額　

３
万
円
上
限
で

当
該
年
（
１
月
～
12
月
）
の
支

払
っ
た
利
息
分
を
補
給

▽
受
付
期
間

　

翌
年
１
月
４
日（
水
）～
31
日（
火
）

▽
申
請
方
法　
「
ま
な
び
資
金
利

子
補
給
金
交
付
申
請
書
」
に
次

の
❶
～
❸
の
書
類
を
添
え
て

学
校
教
育
課
へ
提
出
。
❶
金
融

機
関
へ
の
「
借
入
申
込
書
」
も

し
く
は
「
融
資
決
定
書
」
の
写

し
、
❷
教
育
資
金
払
込
金
領
収

書
（
払
込
金
受
取
書
）
か
金
融

機
関
証
明
書
等
で
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
で
き
る
書
類
、
❸
在

学
を
証
明
す
る
も
の

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

女
性
の
た
め
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
希
望
者

▽
内
容　

仕
事
や
起
業
、
資
格
取

得
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
さ
ま

瓦
ば
ん

情
報
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南
あ
わ
じ
市
　

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

▽
内
容　

人
権
作
文
表
彰
式
と
朗

読
、ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ「
パ
イ

ロ
ン
」に
よ
る
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン

サ
ー
ト

▽
日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館　
　

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
日
時　

翌
年
２
月
12
日
（
日
）

　

午
前
８
時
～

▽
場
所　

淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園

※
種
目
、
参
加
資
格
、
参
加
費
、

申
込
方
法
等
は
12
月
１
日
よ

り
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す

▽
申
込
締
切　

翌
年
１
月
６
日（
金
）

問
体
育
協
会
事
務
局
（
三
原
健
康

広
場
内
）
☎
42
・
５
６
３
０

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
や
人

権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

▽
啓
発
期
間　

12
月
10
日（
土
）～

16
日（
金
）

問
南
あ
わ
じ
警
察
署

　

☎
42
・
０
１
１
０

第
54
回
淡
路
農
林
水
産
祭

▽
内
容　

淡
路
島
の
農
林
水
産
物

の
豊
穣
豊
漁
祈
願
並
び
に
農
林

水
産
業
の
発
展
に
向
け
て
、
生

産
技
術
の
向
上
及
び
島
内
農
林

水
産
物
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

▽
日
時　

翌
年
１
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　

伊
弉
諾
神
宮
境
内

▽
内
容　

農
林
水
産
物
の
展
示
・

即
売
会
、
淡
路
農
林
水
産
功
労

者
や
農
林
水
産
物
等
コ
ン
ク

ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
な
ど

問
淡
路
農
林
水
産
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（
洲
本
農
林
水
産
振
興

事
務
所
）
☎
26
・
２
０
９
９

住
ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

▽
内
容　

農
協
ま
つ
り
に
て
下
水

道
接
続
・
水
回
り
の
改
修
工
事

等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
住
宅

設
備
工
事
の
プ
ロ
で
あ
る
淡
路

広
域
管
工
事
業
協
同
組
合
南
あ

わ
じ
支
部
も
参
加
。
ま
た
、
住

宅
耐
震
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

し
て
い
ま
す
。

※
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

▽
日
時　

12
月
3
日（
土
）・
４
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組

ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
希
望

す
る
女
性
の
た
め
の
無
料
個

別
相
談
（
一
時
保
育
あ
り
）

▽
日
時　

翌
年
１
月
11
日
（
水
）

　

❶
10
時
～
❷ 

11
時
～
❸
12
時
～

▽
場
所　

子
育
て
学
習
・
支
援
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
る
ん
セ
ン
タ

ー
）

▽
相
談
員　

飯い
い
ば
ち鉢
仁ひ
と
み弥
氏
（
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▽
申
込
締
切　

12
月
28
日
（
水
）

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

放
送
大
学
４
月
生

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理
・

教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

▽
出
願
期
間　

第
１
回
が
翌
年
２

月
28
日
（
火
）
ま
で
、
第
２
回

が
翌
年
３
月
20
日
（
月
）
ま
で

※
資
料
は
無
料
で
送
付
し
ま
す

問
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
8
・
８
０
５
・
０
０
５
２

　

合
本
所

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
及
び
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ
る

支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

12
月
13
日（
火
）、27
日

（
火
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
５
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な

ど
の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時　

12
月
４
日
（
日
）

広報 

　 12月の
　 無料相談

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消
し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
美
菜
恋
来
屋
ほ
ん
ま
も
ん
市
場

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
隣

問
事
務
局
☎
43
・
３
７
５
１

◆
魚
彩
館

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
・
水
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▽
場
所　

丸
山
漁
港
内

問
魚
彩
館
☎
39
・
０
２
３
７

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
7
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
8
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内　

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

◆
福
良
マ
ル
シ
ェ

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

う
ず
し
お
広
場
内　

問
事
務
局
☎
52
・
１
２
４
４

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本

市
本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
人
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談
◆日時　6日（火）・15日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民課☎43-5212（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所第１別館１階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着8人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　21日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　12日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　28日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　12日（月）13:00～15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　22日（木）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

国立淡路青少年交流の家
利用者対応、受付業務、電話対応等

◆募集人数 １名
◆時給 ８６０円～９２７円
◆応募条件 20歳以上60歳未満

（ワード・エクセルを使える方 歓迎）

◆勤務時間
◆休日 不定期（週５勤務シフト制）

◆職務内容

【問合せ先】総務管理係☎55-2693

8：30～15：30(1時間休憩）

非常勤職員急募！！

１2月16日締切
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●私をリーダーに導いた２５０冊
 朝日新聞出版／編 （朝日新聞出版）

 リーダーも、迷い、悩むこと
があり、駆け出しの頃があっ
た。そんな人生の軌跡ととも
に紹介される２５０冊の本
は、私たちの毎日に新しい体
験やヒントをもたらしてくれ
るはずだ。トップリーダー５０
人の人生を変えた愛読書を、
実体験を交えて一挙紹介す
る熱き読書案内。

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館

広報 

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
中央公民館☎43-5038
■市民交流センター
広田市民交流センター☎44-3008
倭文市民交流センター☎46-0001
松帆市民交流センター☎36-2137
湊市民交流センター☎37-3028
津井市民交流センター☎38-0680
丸山市民交流センター☎39-0210
阿那賀市民交流センター
　☎39-0011
伊加利市民交流センター
　☎39-0567
西淡志知市民交流センター
　☎36-5526
榎列・倭文市民交流センター
　☎42-2393
八木市民交流センター☎42-5956
市市民交流センター☎42-5957
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知市民交流センター
　☎42-6343
福良市民交流センター☎50-3048
賀集市民交流センター☎54-0331
北阿万市民交流センター
　☎55-0055
潮美台市民交流センター
　☎52-0430
阿万市民交流センター☎55-0046
灘市民交流センター☎56-0001
沼島市民交流センター☎57-0001

●ぞくぞく村のにじ色ドラゴン
　末吉暁子／作 （あかね書房）

ぞくぞく村のおばけシリー
ズ、今回は「にじ色ドラゴ
ン」が主人公！花火屋さ
んのドラゴンが、レイン
ボームーンの夜空で大花火
大会を開催。ところが、
おおかみ男があばれだし
て・・・！？どうなってし
まうのでしょう。シリーズ
最終巻。

●医者通いせずに９０歳まで元気で生きる
人の７つの習慣 長尾和宏／著 （ベストセラーズ）

健康を気にする人ほど病気
になり、ズボラな人ほど長生
きできる！「嫌なことはしな
い」「睡眠にはこだわる」「感
謝して生きる」･･･。医者も健
康情報も必要ない、笑顔で
90代を過ごす人の７つの
習慣を紹介する。　

●サンタさんまだかな
 ももろ／さく （あかね書房）

　くまのこのきょうだいテテ
とトトは、クリスマスがとっ
ても楽しみ。毎日サンタさん
を迎える準備をしています。
サンタさんはきてくれるか
な？見返しに、まいにちひと
つずつひらいて楽しめるア
ドベントカレンダー付き。
　

人
、
留
学
生
等
と
市
民
の
交
流

事
業

※
採
択
額
が
当
事
業
予
算
額
に
達
し

た
時
点
で
募
集
を
終
了
し
ま
す

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

問
秘
書
課
☎
43
・
５
２
０
４

淡
路
人
形
座（
12
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
戎
舞
」「
人
形
解
説
」

「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子　

火
の
見

櫓
の
段
」。
た
だ
し
、
火
の
見
櫓

の
段
の
公
演
が
無
い
日
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
上
演
内
容
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
19
日

（
月
）、26
日
（
月
）
～
31
日
（
土
）

◆
淡
路
の
人
形
芝
居
復
活
公
演

▽
日
時　

12
月
17
日
（
土
）

　

開
演
：
午
後
３
時
～
全
席
指
定

▽
内
容　

久
堀
裕
朗
氏
（
大
阪
市

立
大
学
準
教
授
）
に
よ
る
「
播

州
皿
屋
舗
」
の
上
演
史
（
文
楽

と
淡
路
人
形
座
）。
復
活
公
演

は
、
播
州
皿
屋
舗
「
青
山
館
の

段
」「
忠
太
物
狂
の
段
」。

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

第
１
５
２
回
神
代
天
体
観
測
会

「
ス
バ
ル
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

12
月
18
日（
日
）

　

午
後
７
時
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

働
く
婦
人
の
家

ク
リ
ス
マ
ス
・
迎
春
イ
ベ
ン
ト

❶
迎
春
の
寄
せ
植
え
　

▽
日
時　

12
月
23
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
材
料
費　

２
５
０
０
円

❷
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

　
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
り

▽
日
時　

12
月
24
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

▽
材
料
費　

１
０
０
０
円　
　

❶
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

12
月
６
日
（
火
）

▽
定
員　

15
人

問
働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６

第
16
回
南
あ
わ
じ
市

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時　

翌
年
１
月
29
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場
体
育 

　

館
、
文
化
体
育
館

▽
対
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、

　

通
学
の
人
及
び
そ
の
家
族

▽
種
目　

❶
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
❷

ト
リ
ム
Ⅰ
の
部
❸
ト
リ
ム
Ⅱ
の

部
❹
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

▽
参
加
費　

１
０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

申
込
書
を
榎
列
小

学
校
（
〒
６
５
６
‐
０
４
２
６

榎
列
大
榎
列
１
４
２
６
番
地
１
）

の
山
口
宛
に
郵
送

問
榎
列
小
学
校
（
山
口
）

　

☎
０
９
０
・
５
８
８
０
・
８
２
３
４

市
人
権
教
育
研
究
協
議
会

　
　
ソ
ッ
ク
ス
モ
ン
キ
ー
作
り

▽
日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

奥
野
美
鈴
さ
ん
（
ロ
ハ

ス
フ
ェ
ス
タ
大
使
）

▽
材
料
費　

１
５
０
０
円

▽
持
ち
物　

裁
ち
ば
さ
み

▽
定
員　

先
着
30
人

問
事
務
局
（
社
会
教
育
課
）

　

☎
43
・
５
２
３
２

児
童
館

　
冬
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

❶
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

▽
日
時　

12
月
10
日（
土
）

▽
申
込
締
切　

12
月
９
日（
金
）

❷
工
作
教
室

▽
日
時　

12
月
26
日（
月
）

▽
申
込
締
切　

12
月
16
日（
金
）

❶
❷
共
通

▽
場
所　

児
童
館

▽
募
集
人
員　

20
人

▽
参
加
費　

１
５
０
円

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

「
お
は
な
し
会
ピ
ノ
キ
オ
」

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会（
無
料
）

▽
内
容　

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
・
手
品
・

大
型
紙
芝
居
・
人
形
劇
な
ど

▽
日
時　

12
月
25
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

市
立
図
書
館

問
市
立
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

本
濱
寿
明
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
リ
サ
イ
タ
ル

　

南
あ
わ
じ
市
出
身
の
本
濱
寿
明

氏
が
地
元
淡
路
島
で
初
リ
サ
イ
タ

ル
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
17
日（
土
）

　

開
演
：
午
後
７
時
～

▽
場
所　

洲
本
文
化
体
育
館

▽
入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円

　

学
生（
高
校
生
以
下
）
５
０
０
円

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　

洲
本
文
化
体
育
館
、
パ
ル
テ
ィ

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
要
予
約
）

▽
日
時　

12
月
19
日（
月
）

　

午
後
７
時
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

◆
平
成
28
年
度
館
蔵
品
展
３

▽
期
間　

12
月
４
日
（
日
）
～

　

翌
年
２
月
28
日
（
火
）

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』

　

三
段
目
弁
慶
上
使
の
段

◆
第
33
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継

者
団
体
発
表
会　

写
真
展

総
合
案
内
所
、
シ
ー
パ
総
合
案

内
所
、
ブ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
な
ど

問
本
濱
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
１
７
８
０

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
イ
ヴ
フ
ァ
ン

　
フ
ァ
ン
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

▽
内
容　

３
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
よ
る
「
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
」
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

▽
日
時　

12
月
23
日（
金
・
祝
）

　

開
演
：
午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
出
演　

柳
学
園
中
高
ジ
ャ
ズ
バ

ン
ド
部
Ｓ
Ｗ
Ｊ
Ｏ

▽
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト　

伊
藤
君
子

（
Vo
）ス
ペ
シ
ャ
ル
ユ
ニ
ッ
ト（
片

倉
真
由
子（
Pf
）・
坂
井
紅
介（
Ｂ

ａ
ｓ
ｓ
）・
海
老
沢
一
博（
Dr
））

▽
ゲ
ス
ト　

伊
波
淑（
Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ａ
ｓ
）

問
柳
学
園
高
校
☎
22
・
２
５
５
２

第
21
回
南
淡
路

　
　
　
だ
ん
じ
り
唄
交
流
会

　

だ
ん
じ
り
を
持
た
な
い
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
」

の
発
表
を
通
し
て
お
互
い
の
技
芸

を
高
め
る
と
と
も
に
、
異
世
代
間

相
互
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
11
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

阿
万
公
民
館

▽
参
加
費　

３
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会
（
小
林
健
司
税
理

士
事
務
所
内
）
☎
42
・
０
５
９
１

第
13
回
南
あ
わ
じ
子
ど
も
伝
統

芸
能
発
表
会
出
演
団
体
募
集

▽
対
象　

市
内
の
伝
統
文
化
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
小
中
学
校
、
伝

統
文
化
保
存
団
体
等
の
子
ど
も

▽
募
集
締
切　

12
月
14
日
（
水
）

▽
開
催
日
時　

翌
年
２
月
11
日

（
土
）
午
後
０
時
30
分
～
４
時

30
分
（
予
定
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

地
域
国
際
交
流
事
業
の

　
　
　
　
　
実
施
団
体
を
募
集

　

市
内
の
団
体
が
実
施
す
る
国
際

交
流
事
業
に
要
す
る
費
用
に
対
し

て
助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
助
成
対
象
事
業　

❶
国
際
交
流

ま
た
は
多
文
化
共
生
に
関
す
る

学
習
事
業
❷
国
際
交
流
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
事
業
❸
在
住
外
国

問市立図書館☎53-0234　
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 （広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

初回トレーニング講習会
12月分受講者募集

問文化体育館☎50-5077

　トレーニングルームを利用する場合、
初回のみ講習会を受講していただきます。
　●対象者　16歳以上の人　

　●受講料　500円（市内）

　※次回利用より200円（市内）

　●定員　６人（予約制）

　●講習時間　約１時間30分

日 曜日 第１講習 第２講習

９ 金 14:00～ 19:00～

15 木 14：00～ 19：00～

25 日 10:00～ 15:00～

※子ども連れの受講はできません

※今月「南あわじの文化財」シリーズは、
　２頁「松帆銅鐸に新たな発見」に替えさせていただきます

▽
期
間　

12
月
11
日（
日
）ま
で

◆「
鳴
門
海
峡
」村
上
利
明
写
真
展

▽
期
間　

12
月
15
日（
木
)
～

　

翌
年
2
月
８
日（
水
)

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
作
品
展

▽
期
間　

12
月
1
日
（
木
)
～

　

翌
年
3
月
17
日
（
金
)

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
88
回
講
習
会

▽
日
時　

12
月
３
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
19
回
・
第
20
回
講
座

▽
日
時　

12
月
8
日（
木
）、22
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

 12月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　2　　3

　4　　　5　　　６　　７　　　8　　9　　10

11     12      13　　14    　15　　16      17

18       19     20　　21     22　　23      24

25     26      27　　28　29　30    31 
月末整理

※○はおやすみです
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 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 4日（日） 穀 内 純 江 医師 穀 内 勇 夫 医師

11日（日） 日 笠 久 美 医師 大 鐘 俊 彦 医師

18日（日） 橋 田 友 孝 医師 浦 瀬　 巌 医師

23日（金） 福 田 郁 夫 医師 村 野 謙 一 医師

25日（日） 福 原 正 博 医師 渡 辺　 優 医師

31日（土） 西 口　 弘 医師 齋 藤 雅 文 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、医師が輪

番で小児夜間救急診療を行っています。電話セン

ターへ電話していただくと看護師が症状を聞き、必

要な時は当日の担当医療機関を紹介します。

問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始（12/31～翌年1/3）の

休日、みなと元気館内の洲本市応急診療所にお

いて、小児科医の輪番による小児救急診療所を

開設し、救急患者に対応しています。

受付時間　9:00～11:30、13:00～16:30
問洲本応急診療所☎24-6340

小児救急医療
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認知症を支える家族の会　スマイル

　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいま
せんか？日ごろの思いを話し合える場です。
日時　12月14日（水）14:00～15:00
場所　中央公民館2階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

認知症カフェ　※申込不要

　認知症カフェは認知症の人とその
ご家族、地域の皆様誰もが、気軽に参
加し、集える場です。家族が抱える介
護負担についてもスタッフが相談に応じます。
日時　12月６日（火）13：00～16：00
場所　いちばん星（南あわじ市市福永572）
問地域包括支援センター☎43-5237

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● いずみ会リーダー養成講座
　（修了式＆いずみ会活動に向けて）
  日　　曜日　   　　受付時間 場所

８ 木 10：00 ～ 12：30 南あわじ市保健センター

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円

内容  日  曜日　 時間 　　場所

阿波踊り体操
７ 水

10:00 ～
南あわじ市
保健センター21 水

  12月の健康カレンダー

22
広報 

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 15 木 13:15 ～ 13:30

南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（28年８月生）

27 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（28年2月生）

20 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（27年５月生）

６ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（26年９月生）

21 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（25年11月生）

13 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（23年12月生）

26 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（25年9月･26年3月生）

７ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（27年10月生） 13:30 ～ 14:00９ 金

（28年５月生） 14 水

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（28年７月生）

22 木  ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） 1 木  ９:30

発達支援相談（予約制） 1 木 13:30 ～

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

調理実習 ８ 木 　沼島総合センター

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 　　　　場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

５ 月

　９:00 ～
　   10:30

市役所本館1階

７ 水 南あわじ市保健センター

12 月 松帆地区公民館

19 月 福良地区公民館

● 特定保健指導（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室）※要予約
内容  日    曜日　   時間 場所

体重・腹囲・血圧測定
食事量と食生活を振
り返ってみよう

16 金
     9:30～
   12:00

南あわじ市
保健センター

がん検診等の「要精密検査」の割合
項　目 受診人数 該当者数 率（％）

胸部検診 7,957 人　 116 人　 1.5　 

喀痰検査 56 人　 0 人　 0.0　 

胃部検診 2,964 人　 141 人　 4.8　 

大腸検診 6,108 人　 337 人　 　5.5　 

肝炎ウィルス検診 536 人　 6 人　 1.1　 

前立腺検診 1,981 人　 147 人　 7.4　 

骨粗しょう症検診 2,035 人　 210 人　 10.3　 

子宮頸がん検診 1,356 人　 29 人　 2.1　 
ABC 検診 4,047 人　 1,220 人　 30.1　 

特定基本健診判定結果
異常認めず 要指導 要医療 要継続医療

348 人　 2,092 人　 2,195 人　 3,754 人　

4.1%　 24.9%　 26.2%　 44.8%　

健診からはじめよう! 生活習慣改善チャレンジ!!

健診結果は届きましたか？
今年度の町ぐるみ健診結果をお知らせします

　健診をスタート地点として、新しい年に向けて、健康づくりに取り組みましょ
う。自覚症状がなくても「要精密検査」や「要医療」と判定された人は、必ず医
療機関を受診しましょう。
　また、数値に問題ない人も安心せず、以前の自分の健診結果と比較して健
康チェックしましょう。
　健診の結果を詳しく知りたい人は、健康相談をご利用ください。保健師、栄
養士が一人ひとりに合った生活習慣改善方法をご紹介いたします。
　（予約不要、日程については、健康カレンダーでご確認ください。）

　目標を立てて、ひとつずつ挑戦して、より健康な

体を手に入れましょう！食事、運動、休息・・・無理せ

ず健康的なリズムを作りましょう。小さな目標で

も達成できればやる気と自信につながります。

（ 目 標 例 ）
❶毎日、体重をはかる
❷こまめに動く
❸しゃきしゃき歩く、いつも姿勢を正す
❹よくかんでゆっくり食べる、食事は野菜・海藻
　から食べる問健康課☎43-5218

メタボ メタボ予備群

男性 500人(18.1％ ) 381人(13.8％ )

女性 194人(  4.6％ ) 118人(  2.8％ )

全体 694人(  9.9％ ) 499人(  7.1％ )

※( )内は男性2,770人、女性4,245人、全体7,015人に対する率

◆BMI=体重(kg)÷（身長(m)×身長（ｍ））

　やせ ： BMI18.5未満、  肥満 ： BMI25.0以上

◆腹囲 ： 男性85cm以上、女性90cm以上

メタボ判定
（特定基本健診受診者19～74歳）

町ぐるみ健診集計結果 
総受診者数　9,506人

(男性3,773人　女性5,733人) 

特定基本健診受診者数　8,389人

(男性3,436人　女性4,953人)	

やせ ：   9.6％（   803人／受診人数8,389人）

肥満 ： 20.8％（1,746人／受診人数8,389人）

腹囲 : 20.3％（1,425人／受診人数7,015人）

体格

項目別の		「要医療 (Ｅ)」の割合

項　目 受診人数 該当者数 率（％）

血圧 8,389 人　 904 人　 10.8　 

血液脂質 8,383 人　 1,778 人　 21.2　 

心電図 1,893 人　 53 人　 2.8　 

眼底 1,813 人　 14 人　 0.8　 

糖尿病 8,389 人　 258 人　 3.1　 

尿酸 8,383 人　 304 人　 3.6　 

貧血 2,225 人　 272 人　 12.2　 
肝臓 8,383 人　 494 人　 5.9　 
腎臓 8,389 人　 271 人　 3.2　 
※要指導 (C)、要継続医療 (F) は含みません
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※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火曜日）
14：00～17：00
（金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

子育て広場
赤ちゃん誕生から入園前のお友達集まれ～

　今年も残すところあとわずか。皆さんにとってどんな一年だっ
たでしょうか。12月といえば、やっぱりクリスマス！子育て仲
間と一緒にクリスマス会で楽しい思い出をつくりましょうね。

●催し 12月　※要申込
行事名 日時 費用等

❶１2 月のおたん
　じょうびかい

１２日
10：00～

ゆめるんセンター、費用100円、
１０時に写真撮影で時間厳守、
申込締切８日

❷ままひろば
　季節のお花の寄
　せ植え

１２日
13：00～
14：00

原口農園（集合：中央公民館駐車
場12：50まで）、費用600円、軍
手、新聞紙、移植ごて、手ふき、定
員20組、申込締切５日

❸クリスマス会
２１日

10:00～
11：30

中央公民館大ホール、子ども1人
400円、サインペン、名札、先着
子ども200人、申込締切８日

❹ままひろば
　しめ縄リース
　　　　　づくり

２２日
①9：30～
②11：00～

ゆめるんセンター、定員各15組、
費用1,100円、はさみ、木工ボン
ド、申込締切14日

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）　
ひろば名 12 月の開設日 場所
みどり 2,7,9,14 南あわじ市保健福祉センター２階

みはら 1,13 働く婦人の家２階

せいだん 1,8,15 湊地区公民館１階

なんだん 2,7,9,16 福良地区公民館２階
問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 ☎42-7703、 9：00～16：00

●人　口 48,815人（前月比－20人）
　    （男） 23,529人（前月比－５人）
　    （女） 25,286人（前月比－15人）
●世帯数 19,257世帯（前月比＋17世帯）

※平成28年11月１日現在

●季節のアルバムづくり 12月　※要申込
行事名 申込・日程等

❶季節の
　アルバム
　づくり

※希望日と場所を決めて申込。
（手形を押すのは 10:00 ～ 10:30）
費用 50 円、申込締切７日
◆ゆめるんセンター13日、14日、15日、16日

◆みはらひろば13日、 　◆みどりひろば14日

◆せいだんひろば15日、 ◆なんだんひろば16日

　

　現在、市内の各小中学校において、兵庫県教育委員

会の指導により、週 1 回の「ノー残業デー」（教職員定

時退勤日）を実施しています。また、中学校では「ノー

部活デー」もあわせて実施しています。

　「ノー残業デー」の実施により、教職員のワーク・ライフ・

バランス（仕事と生活の調和）を実現することで、教職
員が精神的なゆとりを持ち、一人一人の児童生徒に向き

合うことのできる環境作りを進めることが目的です。各校

で日時を設定した上で、会議の効率化やパソコン機器等

の活用などにより、児童生徒に向き合うことに多くの時間

を注げるよう、工夫した取り組みを行っているところです。

　また、「ノー部活デー」の実施により、ケガやスポーツ

障害を防ぎ、心身をリフレッシュして精神的ゆとりを生み

出すなど、実りある部活動を目指して取り組んでいます。

　保護者・地域の皆様にはご理解の程よろしくお願いい

たします。

問学校教育課  ☎43-5231

学校も「ノー残業デー」実施中！

※
11
月
号
の
正
解
は「
農
業
」。 
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〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１

南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　　　　　　　　　　　　　二次元コード
※携帯電話のバーコードリーダで読み取り、
クイズに応募できます

▲

広報クイズ 平成 27 年に行われた「国勢調

査」の集計確定結果が公表され

ました。平成27年国勢調査の「南あわじ市の
人口」は何人でしょうか？（ヒントは広報７頁）

　クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもって発表にか

えさせていただきます）

■応募方法（①～⑤全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤広報や
さんさんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、秘書課までご応募ください。

■応募締切 12 月15日（木）※消印有効

ゆめるん運動会 10月10日

 ●年齢別ひろば ※要申込

ひろば名 対象 開催日 時間 内容

いちご
10か月
までの赤
ちゃん

６日
10:00～
　11：00

ベビーマッサージ、働く婦
人の家、ブランケット、100円、
申込締切2日

ばなな
ぶどう

11か月～
就園まで ８日

10:00～
　11：00

親子で遊ぼう   広田地区公
民館、100円、定員50組
申込締切５日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

河 内　 咲
さ ら

良

野 口　 奏
かなた

大

藪　こいろ

岡 本　 匠
たくと

隼

江 本　 樹
いっぺい

平

森　　 奏
かなと

音

坂 部　 秋
あきと

翔

納　　 圭
けいと

翔

砂 田　 和
な の

音

中 田　 蒼
そうた

大

渕 本　 茉
ま ゆ

由

森 西　 莉
り お

愛

新 居　 圭
けいご

悟

三 原　 朔
さくや

弥

北 本　 陽
はるき

暉

中 村　 俊
しゅんすけ

介

三 山　 修
しゅうと

和

福 井　 天
てんま

真

芝　　 純
すみれ

礼

久留米彩
さ ら

礼

中 西　 陽
ひたち

達

大 濱　 加
か な

菜

仲 田　 梨
り の

乃

向 山　　 心
こころ

齊 藤　 玄
けんしん

真

出 嶋　 実
み ら

來

濱 田　 歩
あゆか

花

原口未
み き や

来弥

女

男

女

男

男

男

男

男

女

男

女

女

男

男

男

男

男

男

女

女

男

女

女

男

男

女

女

男

孝 浩
彰
洋 平
竜 治
吉 則
啓 悟
拓 行
裕 三
直 寛
宏
篤 史
亮 太
宏 務
弘 充
竜太郎
知 浩
彬
豪 人
純 平
勝 太
宏 行
雄 司
充 穂
潤
翔 太
勇 生
賢
英 之

志 知
福 良
福　良
湊

阿　万
湊

潮美台
広　田
神　代
八　木
八　木
阿　万
広　田
湊

松　帆
榎　列
大阪府
静岡県
福　良
福　良
灘

榎　列
市
市

榎　列
阿　万
市

賀　集

10 月５日
10 月７日
10 月８日
10月10日
10月11日
10月11日
10月14日
10月15日
10月16日
10月16日
10月17日
10月17日
10月18日
10月18日
10月23日
10月24日
10月24日
10月26日
10月27日
10月28日
10月28日
10月30日
10月31日
10月31日
11 月２日
11 月３日
11 月４日
11 月５日

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
近藤　庄大（阿那賀）

淺井　義和（榎　列）

増井　一馬（賀　集）

横田　浩二（阿那賀）

宮地　勇次（八　木）

三原　知大（津　井）

上川　幸夫（　市　）

三浦　笑理（大阪府）

藤原　　瞳（倭　文）

岡本真衣香（　市　）

道上　妙子（松　帆）

正井　　愛（洲本市）

英　　翔子（洲本市）

草地　陽子（　市　）

10 月 18 日

10 月 21 日

10 月 27 日

10 月 27 日

10 月 29 日

11 月 １ 日

11 月 ３ 日

結婚

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日
國 中　 久 己
山口きよみ
川端かをる
大谷あやこ
安 田　　 武
富 山　 君 代
山 岡　 一 郎
森積フサコ
前田かをる
岡　　 佳 史
上 田　 信 夫
小 路　 松 男
山 口　 正 之
　 原　 淳 子

神　代
市

賀　集
阿　万
神　代
市

阿　万
北阿万
福　良
湊
市

八　木
阿　万
湊

75
85
57
90
87
91
90
91
83
55
94
88
58
82

10 月 15 日
10 月 15 日
10 月 18 日
10 月 19 日
10 月 19 日
10 月 20 日
10 月 20 日
10 月 21 日
10 月 22 日
10 月 27 日
10 月 27 日
10 月 27 日
10 月 27 日
10 月 28 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

上 川　 和 己
尾 崎　 繁 雄
三原みゆき
藪田千代子
川 上　 忠 久
宮 本　 泰 孝
土 居　　 宏
原口さよ子
田中千津子
西 條　 和 義
岡 野　 安 郎

里深ふしゑ
山下ちよみ
柏 木　 貞 夫
田 中　 弘 子
三好まさゑ
江本富美男
木場はる子
金崎フサヱ
和 田　 幸 三
中 原　　 雅
藤 濤　 久 英

志　知
福　良
湊

神　代
阿那賀
神　代
賀　集
賀　集
志　知
賀　集
広　田

榎　列
阿　万
倭　文
広　田
松　帆
北阿万
湊
湊

広　田
灘

北阿万

82
76
98
87
69
85
89
91
95
77
92

101
91
80
85
83
91
103
95
58
87
82

10 月 30 日
10 月 31 日
11 月 １ 日
11 月 １ 日
11 月 ２ 日
11 月 ２ 日
11 月 ４ 日
11 月 ４ 日
11 月 ５ 日
11 月 ７ 日
11 月 ８ 日

11 月 ８ 日
11 月 ８ 日
11 月 ９ 日
11 月 10 日
11 月 10 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 12 日
11 月 13 日
11 月 14 日
11 月 15 日

出生
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福
良
下
町
商
店
街
が
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に

「
に
ん
ぎ
ゃ
か
福
良
ん
ど
」
で
大
賑
わ
い

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
西
淡
支
部

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞

谷
口
紘
也
さ
ん
遺
作
展

島
の
美
を
描
き
つ
づ
け
た
大
作
を
展
示

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

おめでとう

　

２
人
は
第
47
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
（
10

月
28
日
～
30
日
・
横
浜
市
）
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

島
田
拓た
く

実み

さ
ん
は
走
幅
跳
で

８
月
に
加
古
川
市
で
行
わ
れ
た

選
考
会
で
優
勝
を
果
た
し
て
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

島
田
新あ
ら

太た

さ
ん
は
選
考
会
の

１
０
０
ｍ
走
で
優
勝
を
果
た
し

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
に
兵
庫
県
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

▲妻の谷口良子さんや教え子らが実行委員会を
　立ち上げて遺作展が開催されました。

秋
の
褒
章
　
　
長
年
の
地
域
貢
献
に
栄
誉

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲表彰状が全国食生活改善推進員協議
　会大会で授与されました（10月28日）

建
設
会
社
の
ト
ッ
プ
と
し
て
建

設
業
に
精
励
さ
れ
社
会
貢
献
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
学
で

土
木
工
学
を
学
び
、昭
和
50
年

に
入
社
し
て
関
西
国
際
空
港
連

絡
橋
の
架
橋
工
事
な
ど
巨
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
が
け
て
平
成

10
年
に
社
長
に
就
任
。
現
場
や

営
業
活
動
で
培
っ
た
卓
越
し

　

秋
の
褒
章
に
お
い
て
、株
式
会
社

森
長
組
社
長
の
森 

長な
が

義よ
し

さ
ん
が

黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
、
淡
路
島
の
大
手
総
合

た
手
腕
を
ふ
る
っ
て
会
社
を
発
展
さ

せ
、土
木
・
建
築
事
業
に
加
え
海
洋
土

木
の
分
野
に
も
事
業
を
展
開
。
国
内

は
も
と
よ
り
海
外
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
し
て
大
き
な
成
果
を
上

げ
、高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

森
さ
ん
は
現
在
、兵
庫
県
建
設
業

協
会
副
会
長
や
南
あ
わ
じ
市
商
工

会
長
も
務
め
ら
れ
、
地
域
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
受
章

は
周
り
の
多
く
の
方
々
の
支
え
と

従
業
員
と
そ
の
家
族
が
頑
張
っ
て

く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
地

域
へ
の
貢
献
と
業
界
の
発
展
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
受
章
の
喜
び

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

◆
黄 

綬 
褒 
章

森  

　
長
義 
さ
ん
（
賀
集
） 

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
昭
和
61
年
９

月
に
結
成
さ
れ
て
現
在
会
員
数

１
７
３
人
、
30
年
間
、
子
ど
も
か
ら

　

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
西
淡
支

部
（
登
里
倭
江
代
表
）
が
、
第
47

回
全
国
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
大
会
で
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
授

大
人
や
高
齢
者

を
対
象
に
地
域
の

食
育
推
進
と
食

生
活
の
改
善
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
長
年
続

け
て
い
る
小
学
校

で
の
食
育
講
座
で

は
、児
童
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
事
を
食
べ
る
こ
と
の
大

切
さ
を
分
か
り
や
す
く
話
し
た
り
、

食
塩
摂
取
が
増
え
る
と
知
ら
な
い

う
ち
に
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
る

こ
と
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

受
賞
し
た
会
員
は
「
子
ど
も
た
ち

の
い
き
い
き
と
し
た
表
情
に
ふ
れ
た

り
、
大
人
の
人
か
ら
は
『
減
塩
の
大

切
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
よ
、
あ
り
が

と
う
』
と
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、
い

ず
み
会
活
動
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。
地
域
の
つ
な
が
り
も
で
き
て
定

期
的
な
研
修
で
は
健
康
情
報
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
警
察
署
員
の
指
導
の

も
と
、
障
害
者
施
設
を
対
象
と
し

た
不
審
者
対
応
訓
練
が
、
11
月
1

日
、
神
代
浦
壁
の
障
害
者
多
機
能

施
設
「
ウ
イ
ン
ズ
」
と
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
ら
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
施
設
に
刃
物
を
持
っ
た

男
が
侵
入
し
た
想
定
で
、
施
設
職

員
に
よ
る
警
察
へ
の

通
報
の
要
領
や
利

用
者
の
避
難
誘
導

の
訓
練
が
行
わ
れ
、

現
場
に
駆
け
付
け

た
警
察
官
が
不
審

者
（
役
）
を
取
り

押
さ
え
て
確
保
し

ま
し
た
。
訓
練
後

に
は
、
い
ざ
と
い

う
時
に
慌
て
ず
、
警
察
官
が
現
場

に
到
着
す
る
ま
で
の
数
分
間
、
命
を

守
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
こ
と
か
ら
、

「
さ
す
ま
た
」
の
適
切
な
使
い
方
や

護
身
術
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲さすまたの使い方訓練

▲不審者侵入訓練で駆け付けた警察官が
　不審者（役）を取り押さえて確保

 

国
民
体
育
大
会
出
場 
◆
第
71
回
国
民
体
育
大
会

　（
希
望
郷
い
わ
て
国
体
）

◆
柔
道
競
技

 

全
国
大
会
出
場

◆
第
47
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

島
田　

拓
実 

さ
ん
（
三
原
中
学
校
２
年
）

◆
陸
上
競
技

 

ひ
ょ
う
ご
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
賞 

島
田　

新
太 

さ
ん
（
南
淡
中
学
校
２
年
）

【
個
人
の
部
受
賞
】

森
山　
　

修 

さ
ん
（
福
良
）

【
団
体
の
部
受
賞
】

ふ
れ
あ
い
な
が
た

　

長
年
に
わ
た
り
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ

の
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い

る
森
山 

修
さ
ん
と
長
田
地
区
住
民
を
対

象
に
交
流
活
動
を
続
け
て
い
る
団
体
の「
ふ

れ
あ
い
な
が
た
」が
、ひ
ょ
う
ご
県
民
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
活
動
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
と
商
工
会
な
ど
で

つ
く
る
南
あ
わ
じ
市
地
域
活
性
化

事
業
推
進
協
議
会
が
10
月
23
日
、

福
良
下
町
商
店
街
で
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
「
に
ん
ぎ
ゃ
か
福

良
ん
ど
」
を
開
催
。
１
日
限
り
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
多
く
の
来
場
者

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

約
１
８
０
ｍ
の
道
沿
い
の
空
き

家
や
空
き
地
に
は
、
ペ
ン
ギ
ン
と

写
真
を
撮
れ
る
ミ
ニ
水
族
館
や
段

ボ
ー
ル
で
作
ら
れ
た
迷
路
な
ど
が

設
営
さ
れ
た
ほ
か
、
グ
ル
メ
や
雑

貨
を
販
売
す
る
店
な
ど
も
軒
を
連

ね
ま
し
た
。
ま
た
、
福
良
漁
港
の

新
鮮
な
魚
の
競
り
市
体
験
も
行
わ

れ
、
競
り
人
の
威
勢
の
良
い
掛
け

声
が
会
場
内
に
響
き
渡
り
、
周
辺

は
活
気
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲競り市体験を楽しむ来場者

▲ペンギンと記念撮影 ▲迫力のストリートパフォーマンス ▲地元の魚が並んだミニ水族館

　

谷
口
紘ひ
ろ

也や

さ
ん（
阿
万
）の
遺
作
展

が
10
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
洲

本
市
文
化
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

島
内
の
高
校
で
美
術
教
師
を
務

め
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
や
島
の

風
景
、海
外
の
街
並
み
な
ど
、精

力
的
に
描
き
続
け
た
油
絵
や
版

画
、ス
ケ
ッ
チ
画
な
ど
約
１
０
０

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
遺
作

展
は
妻
の
谷
口
良
子
さ
ん
や
教

え
子
ら
が
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
開
催
さ
れ
、
会
場
に

は
谷
口
さ
ん
の
活
動
を
映
像
で

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
親
子
の

塗
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
か
れ
て

大
勢
の
人
が
谷
口
紘
也
さ
ん
の
大
作

に
触
れ
、
在
り
し
日
を
偲
び
ま
し
た
。

妻
の
良
子
さ
ん
は
「
多
く
の
方
々
の

応
援
で
遺
作
展
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
い
て
、ほ
ん
と
う
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 ▲会場には谷口さんの活動の映像も放映され

　大勢の人が訪れた遺作展

不
審
者
の
侵
入
に
対
応
す
る
防
犯
訓
練

　

福
良
出
身
で
兵
庫
県
警
に
勤

務
さ
れ
る
浦
瀬
泰や
す

司し

さ
ん
は
第

71
回
国
民
体
育
大
会
（
希
望
郷

い
わ
て
国
体
・
10
月
1
日
～
11
日
）

に
成
年
男
子
柔
道
の
兵
庫
県
代

表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

浦
瀬
　
泰
司
さ
ん
（
福
良
出
身
）

南
あ
わ
じ
警
察
署
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▲沼島古墳周辺を草刈り

漁業と観光の島。その観光案内所より漁業と観光の島。その観光案内所より漁業と観光の島。その観光案内所より
　地域おこし協力隊　小野山

地域おこ
し協力隊今月の

No.8

たりしている。
　これまでに、おのころ神社の登り口や上立神岩へ
いく道、南の山の周回道路、古墳への道などへ行っ
たが、行くべき所はまだまだある。
　また、沼島の土産物が
乏しく思え、最近は観光
案内所の時間外で、漁師
からエイを購入しエイヒ
レの干物を製造するなど、
少しでも沼島の観光に貢
献していきたい。

　沼島の地域おこし協力隊（観光案内所）がするこ
とは何か？きっと沼島のPRだろう。
　しかし、私が沼島へ来た8月、観光案内地図に載っ
ている多くの場所が行くことの出来ない場所だった。
というのも背丈ほどの草で道が塞がれていたのだ。
　夏場は植物がよく育つからなのだろうが、これで
は観光客が見どころやルートを尋ねてきても「お勧
めできません」「今は行けません」と答えるしかでき
ない。
　まず、環境を整えなければと考え、時間の許す限
り積極的に草刈りに参加したり、個人で現場へ行っ

■ポイント制により特産品を贈答します！
　１万円以上ご寄附いただいた個人へ、寄附金額
に応じたポイント（有効期限：１年間）を付与し
ます。
　獲得したポイントの範囲内でお好きな特産品を
じっくりお選びいただけるほか、ポイントを一括・
分割利用でき、季節に応じた特産品をお選びいた
だくことも可能です。

■税金が控除されるの？
　ふるさと納税（寄附）額のうち２千円を超える
額が一定の上限まで、原則として所得税・個人住
民税から控除されます。

■今年こそはとお考えの皆さん！
　市外へのふるさと納税（寄附）は、財源である
市の税金（市民税）が減ることとなります。
　ふるさと納税は、お住まいの
市にもできますので、ぜひ南あ
わじ市を応援してください。

　平成27年度は全国の皆さまより、４億９千万円ご寄
附いただき、本市の大切な財源として様々な事業に有
効活用させていただいております。心より感謝申し上
げます。

　ふるさと納税は、出身地などの自治体へ寄附を
行った場合、確定申告等をすることで、所得税・
個人住民税が軽減される制度です。
　本市では平成 20年から「ふるさと南あわじ応
援寄附金」としてスタートし、昨年 10月からは、
ご寄附のお礼として本市自慢の特産品を贈答して
います。
　　　　　　　　問ふるさと創生課☎ 43-5205

ふるさと納税はぜひ南あわじ市へ
～ 選ぼう！ふるさと応援玉手箱 ～

▲季節に応じた特産品を贈答します
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